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有限会社国仲スポーツ社 

 

代表取締役  

国仲 恵亮 

【すべての人に健康と福祉を】 

⑴毎年、郡内の各協会や連盟と連携し、「国仲スポーツ杯」を開催しています。子供

達はもちろん社会人高齢者にスポーツの喜びと交流の場の提供することで、スポーツ

の楽しさや健康増進に繋げています。 

⑵クニナカテニススクールを運営し、青少年育成と地域の運動促進を積極的に行い、

レッスンを通してコミュニティを深める活動を行っています。 

 

【質の高い教育をみんなに】 

２０１９、２０年（一社）八重山青年会議所「自動販売機を通じた共生社会推進事業」

として自動販売機の売り上げを石垣市ひとり親家庭福祉会に在籍する新１年生のラ

ンドセルの購入費に充てる事業に参加しています。 

 

【安全な水とトイレを世界中に】 

MMO 石垣島がマイボトルの普及の一環として、給水スポットの店舗として協力し取り

組んでいます。それにより、マイボトルで水をおかわりできることでペットボトルの

削減に繋がります。 

 

【海の豊かさを守ろう】 

ビーチクリーンの清掃活動に積極的に参加しています。海洋ゴミやマイクロプラステ

ィック問題に向き合うことで、資源ごみやペットボトルの削減にも繋がり深刻化して

いる海洋ゴミの削減にも繋がります。 
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株式会社くみき 

 

代表取締役専務 

新城 安浩 

【Goal3】 

① 本社内での献血：年 2 回、与那原町の本社内にて献血車の受け入れ。また社員による

献血活動を実施。 

② 新型コロナウイルスへの対策：事務所内のアルコールや空気清浄機の設置。お客様と

社員の感染防止対策を実施。 

 

【Goal5】 

① 女性管理職の登用：令和 3 年度から女性管理職の登用を開始。 

 

【Goal6】 

① 海水淡水化装置の開発：農業用トラクタの出力による海水淡水化装置を開発。今後の

普及を図る。 

 

【Goal7】 

① 社内照明の LED 化：社内事務所内の照明をすべて LED 照明へ変更。 

 

【Goal8】 

① テレワーク勤務の導入：コロナ禍、また社員の生活環境に合わせてテレワーク勤務を

実施。 

② 社員へ一時金の配当：営業実績に見合った一時金を支給し、社員の意欲向上を図る。 

社員への研修会実施：社員への社内研修を実施し、若手社員の技術力向上を図る。また

社外研修へ社員を派遣し、質の高い技術者の育成を図る。 
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一般社団法人 

グランフォルティス 

沖縄 

 

代表理事 

桃原 樹 

当 クラブは「持 続可 能な開 発 目標 （SDGs）」に賛 同 し、世 界の共 通課

題の解決に向け、サッカー事業活動を通じて多様化する社会と人びと

に貢献してまいります。 

1. 経験や性別、環境などにとらわれない公平な場の提供  

私たちは、誰もが公平にサッカーを行えるよう、経験差や年齢差、男女

差、個人に合わせた指導を行なっております。 

2. 自立・自律した選手・指導者を育てる 

私たちは、技術面だけではなく、子どもたちの精神面を育むべく、野外

教育活動も積極的に行なっています。また、指導者の養成にも力を入

れております。 

3. 地域コミュニティの活性化  

私たちは、地域団体と連携し、地域コミュニティの活性化にも力を入れ

ております。スポーツを通じた健康増進啓発により、健全な精神と身体

を育みます。   

4. スポーツを通じた健康増進啓発  

スポーツ活動により、子どもたちの健全な精神と身体を育みます。 

5. 海外チームとの交流  

海外チームとの交流試合を定期的に開催し、地域特有の理解・国にと

らわれないグローバルな視点・思考や価値観を醸成しております 
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株式会社クリード沖縄 

 

代表取締役 玉城大地 

●弊社は、AED 装置の設置や噴霧器を使用しての定期的な感染予防対策を徹底している

のですが、弊社だけではなく、他業種にもこの取り組みを発案していき、全ての人が健康維

持できるよう取り組み致します。 

 

●収得できる資格や技術研修など常に情報を発信し、受講を呼びかけます。また、社内研

修も行い勉強することで知識を高め物事の捉え方が広がり、環境管理の在り方や環境問

題の課題に気づき取り組んでいける人材を育成していきます。 

 

●ジェンダー平等を実現する為、積極的な障害者雇用はもちろん、性別を問わず女性が活

躍できるよう、合理的な基準を設け、管理職への昇進や出産や育児への支援に取り組み

ます。 

 

●地域の業者会と共に、近隣の皆様へ安心・安全・快適な暮らしが提供できるよう、自治

会含めての防災訓練やボランティア清掃に参加いたします。 

 

●弊社 管理施設にて地域の皆様にフリーマーケットをひらいていただき、その利益を福祉

施設や学生のスポーツ振興等へ寄付し社会貢献に取り組みます。 

 

●他業種とコラボし、子供体験型イベント（食育、仕事体験、裁縫等）の開催を目指します。 
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㈱グローバルイノベーシ

ョン 

 

代表取締役社長  

松田 佑爾 

 

沖縄県宜野湾市にある、県産品菓子卸業者の有限会社銘菓良味屋さんが観光業で、コ

ロナの影響でダメージを受けている事から、出荷する予定の在庫の賞味期限が近くな

って出荷できなくて、廃棄しそうな商品を、買い取り、困っていたり、他業種で頑張

ってくれている業種の方々に無償でお配りをする。 
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株式会社ケイオーパート

ナーズ 

 

代表取締役 富田 治敏 

●社員ひとり一人が働きがいのある会社を創る 

従業員全員が SDGs について正しく理解し、各部署が複合的に SDGs に向き合い、従業

員が長く、豊かに働くことのできる企業を目指すことを目的に、SDGs 社内プロジェク

トを立ち上げ、SDGs 手帳の配布や社員研修において SDGs カードゲーム、座学やワー

クショップを実施。社員のリモートワーク勤務や育児休暇制度など多様な働き方によ

るワークライフバランスの実現に向けた制度を整備しています。 

 

●紙の使用や廃棄を抑え、環境や資源の有効活用 

クラウドサーバーを活用した電子化により、書類や FAX のペーパーレス環境を整備。

環境や資源の有効活用を意識した業務改善に取り組んでいます。 

 

●人材育成事業 

沖縄の観光産業の中核人材育成を目的とした内閣府「沖縄型産業中核人材育成事業」

の事務局として、ビジネスに SDGs を実装するためのスキルと知識を習得するための

人材育成事業を実施。また、経済産業省「未来の教室」STEAM ライブラリー事業にお

いて、沖縄県内で唯一、受託し、「未来社会の創り手」になる子ども達が挑戦すべき

SDGs の 17 テーマを意識して整理し、従来の科目の枠組みに捕らわれない統合的・学

際的な社会課題や、生徒達にも身近な生活課題のテーマに揃えた教材を制作し、地域

人材の育成の推進をおこなっています。 

その他、教育機関・地域・企業の人材育成において、持続可能な社会をめざした教育

支援・就労支援事業を実施しています。 
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社会福祉法人 憲章会 

 

理事長  

石島 衞 

社会福祉法人憲章会では、持続的な開発目標(SDGs)を推進するために、以下の取組を

実施しております。 

 

●貧困をなくそう、質の高い教育をみんなに 

・地域の子供たちへ無料・低額の学習教室の開講 

 2018 年、従業員の子供たちや地域の子供たちへ低額な学習教室を開講、また 2016 

 年、従業員や地域に「カルチャー教室」を開講し現在に至る。 

・外国人への無料日本語学習・介護教室の開講 

 2010 年、外国人へ日本語学習・介護教室を開講し現在に至る。 

・職員や地域の介護福祉士候補者への介護福祉士国家資格取得無料対策講座の開講 

 2005 年、職員や地域の介護福祉士候補者へ介護福祉士国家資格取得対策講座を開 

 講し現在に至る。 

2014 年、沖縄県介護職員初任者研修事業所として沖縄県から指定を受け、職員や 

 地域の方へ介護職員初任者研修を開講し現在に至る。 

2017 年、株式会社ガネット日本総合福祉アカデミア-と分校業務提携を締結し職員 

 や地域の方へ実務者研修修了コースを開講し現在に至る。 

・職員や地域の子供らの集うスポーツ大会等への協賛 

 2019 年、FM 沖縄開局 35 周年ドリームマッチ(清原和博元プロ野球選手激励、少年 

野球教室)への協賛。 

 2010 年、沖縄国際学園設立準備財団(沖縄アミークスインターナショナル設立)へ

寄付。 

 

●人や国の不平等をなくそう、そして平和と公正をすべての人に 

・沖縄平和賞支援募金への支援募金 

 2002 年・2012 年、沖縄平和賞支援募金へ募金。 

・法人余資の ESG 投資 

 2014 年、世界銀行社債の購入(ESG 投資)現在に至る。 

 2021 年、国際金融公社社債の購入(ESG 投資)現在に至る。 

  

●エネルギーをみんなに、そして住み続けられるまちづくりを 

2016 年、法人建物屋上に太陽光発電所を設置し、CO2 排出量の削減し現在に至る。 

 2018 年、法人遊休地に太陽光発電所を設置し、CO2 排出量の削減し現在に至る。 
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株式会社興洋電子 

 

代表取締役 多良間洋二 

私たち興洋電子は創業以来、情報通信技術・サービス等の事業活動を通して、安全で
安心できる品質の高いサービスを提供し、地域社会の発展に取り組んでまいりまし
た。 
 これからも「沖縄にはなくてはならない企業」として、沖縄県が提唱する「持続可
能な開発目標 SDGs」に賛同し、多様なパートナーと連携を行いながら、持続可能な
社会の実現に向けた取り組みを実施してまいります。 
●すべての人に健康と福祉を 
全社員に対し年 1回の健康診断の受診の徹底、全社敷地内の完全禁煙など社員が健康
な生活が送れるように努めております。 
●質の高い教育をみんなに 
県内の教育機関にタブレットなどの ICT 機器の導入及び利活用支援等、児童生徒の学
力向上に貢献してまいります。 
●エネルギーをみんなに。そしてクリーンに 
社屋の屋上を緑化することで冷暖房効率の向上を図り、全社施設内の照明を LED 化に
したことでエネルギー効率の改善に取り組んでいます。 
●働きがいも経済成長も 
固定概念にとらわれることなく新規事業を立案していくことでの事業拡大、継続した
新規採用を行うことなど、雇用の拡大を図り沖縄県経済の発展に努めます。また、人
事評価制度の見直し、eラーニング受講環境の整備、完全週休二日制度やリモートワ
ークの推進など、社員のモチベーション向上や働き易い環境作りに取り組んでおりま
す。 
●産業と技術革新の基盤をつくろう 
ネットワーク・電話設備・無線設備構築業務による情報インフラの構築と整備に取り
組んでおります。 
●住み続けられるまちづくりを 
市町村防災行政無線・消防指令システム等の事業強化を図り、災害発生時の減災に取
り組みます。また、防犯カメラや監視カメラの設置による犯罪発生の抑止に貢献しま
す。 
●気候変動に具体的な対策を 
テレワークの実施により移動エネルギー節減や、外出時のアイドリングストップ・エ
コドライブを行う事で CO2 の排出量を低減します。 
●陸の豊かさも守ろう 
環境保全活動に参加することで、森林資源の維持に貢献します。 
●パートナーシップで目標を達成しよう 
グループ会社やビジネスパートナーとの協力関係を強化し、イベント等に積極的に 
参加することで SDGs 普及の活動を行います。 
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株式会社 

国際ビル産業 

 

代表取締役社長 

仲地 良彰 

●女性の管理職への登用を推進し、女性がより活躍できる職場環境の構築（今期まで

に３名の女性管理職登用） 

●持続可能な循環型社会の構築のため、省エネルギーへの取組みとして、太陽光発

電システムの導入、全館照明のＬＥＤ化等により強化してまいりました。設備管理

業務においても、オーナー様への省エネ施策の積極的な提案を行い、年間を通じ消

費エネルギーの削減に寄与しています。 

●環境にやさしい清掃・設備管理資器材を導入し、沖縄の自然環境保全に寄与する

とともに、美しく、衛生的な環境維持のため、更なる清掃・環境衛生業務の充実発

展に努力してまいります。 

●新型コロナウィルス感染拡大防止のため、除染作業への取組みを始めました。 

●障害者、高齢者、外国人等が活躍できる業務の更なる充実に向け、職場環境・教

育訓練・安全管理に万全を期してまいります。 

●大型ＭＩＣＥ等運用のための設備管理面からの提案による安全・安心・快適な観

光地に向け積極的に参加してまいります。 

 

 

  



おきなわ SDGs パートナーの SDGs への取り組み 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

110 

株式会社 国際旅行社 

 

代表取締役社長  

與座 嘉博 

■ＳＤＧs持続可能なツーリズムの取組 

弊社では、沖縄（琉球）と接点がある地域の歴史・文化・平和交流や、地域活性化

となるテーマの旅行商品を創造したいと考えております。お客様がＳＤＧｓという

言葉の知識だけではなく、実際に体験を通したＳＤＧｓの考え方を学んだり、旅行

で得られる経験から、持続可能な地域の発展や取組の推進に繋げていくことを目標

に取組んでまいります。 

「すべての人に健康と福祉を」 

・多様性の両立を認め合う誰もが参加可能な旅行を目標に高齢や障がいのため移

動に負担のあるお客様、ご家族を支援することを目的に宿泊施設、移動手段、介

護支援者が参加するリアルツアー、オンラインツアーを実施。誰でも参加可能な

企画旅行商品の造成を推進します。 

全社員を対象とした福祉を学ぶ研修会を開催、全社が一丸となりお客様に寄り添

う企画商品造成やイベントへの参画等、福祉ツーリズムに取組んでいます。 

「質の高い教育をみんなに」「平和と公正をすべての人に」 

・価値観の多様化（同時代を生きる、世代間の価値観の違い）を歴史をとおして

学び得ることで、次の世代に普遍的な価値（平和、公正）を伝えていく。リアル

とオンラインの融合により高齢者の方々の参加を可能とし、後世に継承すること

により、平和教育を主とした旅行商品の造成を推進します。 

「つくる責任、つかう責任」 

・「泡盛」×「旅行」、「蕎麦」×「旅行」、地産品はその地域の文化、風土を継承

し生産されるが、消費の循環により、地場産業の発展、文化の継承につながる。

旅行体験をとおし生産者を支援し、好循環を生み出す企画旅行商品の造成を推進

します。 

■地球環境問題への取組 

・ＪＡＴＡ環境保全活動（当社社員の参加） 

・ＬＥＤ電気全フロア取付、お客様ご提供資料のペーパーレス化促進及び社内資料

のペーパーレス化促進 

■人財育成・働きがいのある環境の提供 

・産休・育休・介護休暇の整備と利用拡大 

・従業員のスキルアップを目的とした資格取得支援制度 

・国際旅行社社員による教育機関への出前授業 
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コザ信用金庫 

 

理事長 金城 馨 

１．中小企業の健全な発展への取組み 
・よろず支援拠点との連携、相談会の実施 
・「コザしん経営者友の会」会員相互の交流、情報提供、経営セミナー研修等実施 
・県外信用金庫主催の商談会、物産展への取引先出展、販路拡大支援の実施 
・コザしん創業スクール開講による地域産業の創出支援 
・新規創業者および事業承継者等に対する金融支援 
・新規創業・事業承継者向けに公庫との協調ローン「ベストパートナー」の推進 
・後継者の育成を目的とした「コザしん経営塾」の開催 
・信金中央金庫や全国の信用金庫のネットワークを活用した取引先支援 
・外部機関を有効活用した取引先支援「㈱沖縄債権回収サービス等」 
・地方公共団体、商工会議所、商工会・大学、弁護士会、税理士会との連携 

２．豊かな国民生活の実現への取り組み 
・貧困世帯を対象にした寄付活動の継続 
・みさと児童園へのボランティア活動 
・学童軟式野球大会、少年サッカー大会、ママさんバレー大会の実施 
・地域見守に関する協定（那覇市・沖縄市・宜野湾市・北谷町） 
・児童、学生向け金融教育セミナーの開催および教育関連ローンの充実 
・那覇市創業支援講座への講師派遣 

３．地域社会繁栄への奉仕 
・コザしん首里城再建応援プロジェクト 
・コザしん地域振興基金による助成支援（令和 2年度助成実績、13 団体） 
・全店舗ＬＥＤ化による省電力・省エネの推進 
・屋上等にソーラーパネルを設置した太陽光発電の有効的利用（本店・別館、他） 
・ハイブリッド車、ＥＶ車を対象としたマイカーローンの金利優遇の実施 
・社用車にハイブリット車を導入 
・タブレットを活用したペーパーレス会議システムの導入による紙の使用削減 
・通帳レスアプリ導入による通帳レスの取り組み 
・自然災害等による緊急避難場所として本店２階の開放 
・信用金庫の日(6 月 15 日)に実施している献血運動の継続実施 
・信用金庫の日(6 月 15 日)、地域ボランティアの実施による清掃活動 
・信金中央金庫の地域創生推進スキーム「SCB ふるさと応援団」から、 
沖縄市のスポーツコンベンションシティ推進事業へ 1,000 万円を寄付 
（令和 3年 2月） 
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コンフォートイン 

那覇泊港 

 

株式会社グリーンズ 

代表取締役社長 

村木 雄哉 

グリーンズグループ 2030 年 CSR 宣言「『環境にも人にも優しいホスピタリティあふれる企

業』を目指します」を掲げ、「環境」「コミュニティ」「人」「サービス」の 4 つの重点課題解決の

ために取り組みを推進しています。 

【環境】 

●CO2 排出量削減 

 ・プラスチック製のコーヒーマドラーやストローを紙製に変更することで、使い捨てプラスチ

ック消耗品の使用量を削減します。 

 ・無料給水スポットが探せるアプリ「mymizu」へ登録し、ペットボトルの使用量削減に貢献

します。 

 ・ホテル客室のトイレットペーパーの使い切りへご協力頂き、廃棄物を削減します。 

 ・エコマーク認定商品である再生ベッドマットレスとデュベを使用しています。 

【コミュニティ】 

●安心・安全なまちづくり 

 ・全国防犯ＣＳＲ推進会議にて、『全国にあるホテルでの地域見守り活動を通じて、安心し

て住み続けられるまちづくりに貢献します。』を宣言し、ホテルを「かけこみステーション」とし

て、地域の緊急事態に対して保護や安全の確保、通報等を実施する体制を整備していま

す。 

●地域の活性化 

 ・朝食のメニューとして、スパム、ゴーヤー、黒豚など沖縄らしい食材を使ったカレーライ

ス（日替わり）や、ご飯のうえにタコスミートと野菜をのせた沖縄料理タコライス、シークワー

サーやパイナップル、さんぴん茶等、沖縄を感じて頂けるメニューを多数ご用意していま

す。 

【人】 

●人材育成 

 ・学生の皆さんに適正な社会観・職業観を身に付けていただき、将来、観光分野の発展

に寄与する人材を育成するために、中高生の職場体験の受け入れ体制を整備し、積極的

に受け入れを行っています。 

【サービス】 

●お客様を元気にするサービスの提供 

 ・「運動」「食事」「睡眠」の視点から、お客様を元気にするサービスを検討しています。 
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コンフォートホテル 

石垣島 

 

株式会社グリーンズ 

代表取締役社長 

村木 雄哉 

グリーンズグループ 2030 年 CSR 宣言「『環境にも人にも優しいホスピタリティあふれる企

業』を目指します」を掲げ、「環境」「コミュニティ」「人」「サービス」の 4 つの重点課題解決の

ために取り組みを推進しています。 

【環境】 

●CO2 排出量削減の取り組み 

 ・プラスチック製のコーヒーマドラーやストローを紙製に変更することで、 

  使い捨てプラスチック消耗品の使用量を削減します。 

 ・無料給水スポットが探せるアプリ「mymizu」へ登録し、ペットボトルの 

  使用量削減に貢献します。 

 ・ホテル客室のトイレットペーパーの使い切りへご協力頂き、廃棄物を削減します。 

【コミュニティ】 

●安心・安全なまちづくり 

 ・全国防犯ＣＳＲ推進会議にて、『全国にあるホテルでの地域見守り活動を通じて、安心し

て住み続けられるまちづくりに貢献します。』を宣言し、ホテルを「かけこみステーション」とし

て、地域の緊急事態に対して保護や安全の確保、通報等を実施する体制を整備していま

す。 

●地域の活性化 

 ・朝食のメニューとして、スパム、ゴーヤー、黒豚など沖縄らしい食材を使ったカレーライ

ス（日替わり）や、ご飯のうえにタコスミートと野菜をのせた沖縄料理タコライス等、沖縄を感

じて頂けるメニューをご用意しています。 

【人】 

●人材育成 

 ・学生の皆さんに適正な社会観・職業観を身に付けていただき、将来、観光分野の発展

に寄与する人材を育成するために、中高生の職場体験の受け入れ体制を整備し、積極的

に受け入れを行っています。 

【サービス】 

●お客様を元気にするサービスの提供 

 ・「運動」「食事」「睡眠」の視点から、お客様を元気にするサービスを検討しています。 

 

 

 

 

  



おきなわ SDGs パートナーの SDGs への取り組み 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

114 

コンフォートホテル 

那覇県庁前 

 

株式会社グリーンズ 

代表取締役社長 

村木 雄哉 

グリーンズグループ 2030 年 CSR 宣言「『環境にも人にも優しいホスピタリティあふれる企

業』を目指します」を掲げ、「環境」「コミュニティ」「人」「サービス」の 4 つの重点課題解決の

ために取り組みを推進しています。 

【環境】 

●CO2 排出量削減の取り組み 

 ・プラスチック製のコーヒーマドラーやストローを紙製に変更することで、 

  使い捨てプラスチック消耗品の使用量を削減します。 

 ・無料給水スポットが探せるアプリ「mymizu」へ登録し、ペットボトルの 

  使用量削減に貢献します。 

 ・ホテル客室のトイレットペーパーの使い切りへご協力頂き、廃棄物を削減します。 

【コミュニティ】 

●安心・安全なまちづくり 

 ・全国防犯ＣＳＲ推進会議にて、『全国にあるホテルでの地域見守り活動を通じて、安心し

て住み続けられるまちづくりに貢献します。』を宣言し、ホテルを「かけこみステーション」とし

て、地域の緊急事態に対して保護や安全の確保、通報等を実施する体制を整備していま

す。 

●地域の活性化 

 ・地産地消朝食メニューを開発し、ホテルで提供しています。 

【人】 

●人材育成 

 ・学生の皆さんに適正な社会観・職業観を身に付けていただき、将来、観光分野の発展

に寄与する人材を育成するために、中高生の職場体験の受け入れ体制を整備し、積極的

に受け入れを行っています。 

【サービス】 

●お客様を元気にするサービスの提供 

 ・「運動」「食事」「睡眠」の視点から、お客様を元気にするサービスを検討しています。 
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在日本大韓民国民団 

沖縄地方本部 

 

団長 

南 成珍 

〇ベルマーク、赤い羽根共同募金箱の設置 

→沖縄特別支援学級への寄付 

〇韓国語教室、オリニ教室(韓国語子供教室)講座開催 

〇事務所のペーパーレス化 

〇民団事務所内電灯の LED 化 

〇業務の効率化による電気使用時間の低減 

〇いじめや差別防止のための広報啓発活動 

〇ヘイト問題等の相談窓口の設置 

〇糸満慰霊塔にて韓国慰霊祭の開催 
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株式会社 佐平建設 

 

代表取締役 

 佐平 八十男 

●エネルギーとしての活用 

弊社が作るバイオエタノールは、サトウキビから粗糖を製造する際に発生する糖蜜を

原料としており、再生可能エネルギーとしての活用を再度見直していくことを提案し

ていきます。離島地域の特性に合わせたエネルギーとして、活用について関係機関と

の連携を図ります。 

 

●離島地域の振興 

バイオエタノールから除菌アルコールを製造し、販売を行っております。離島地域に

おいて原料調達から製造まで、地産地消できる持続可能な除菌アルコールを製造して

いく事は、雇用機会の創出及び従業員の働きがいに加えて離島地域の経済成長にもつ

ながります。 

除菌アルコールは感染症対策や災害時にも有効に活用できるので、万が一の災害に備

えることもできます。 

 

●廃棄物の削減 

バイオエタノールの原料の糖蜜は粗糖を作る際の副産物であり、バイオエタノールを

作る際にも副産物として蒸留残渣液と残渣酵母が発生します。それらについても有機

肥料や飼料として畑や家畜に還元することで、環境循環型社会が形成され廃棄物の発

生を大幅に削減することがきます。 
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団体名 

Salon  Jojo 

 

代表 

狩俣 奈々 

自爪育成,深爪矯正専門店 Salon Jojo では、SDGs を推進するために以下の取り組みを

実施しています。 

 

⑤ 

男性のお客さまも来店しやすいよう完全個室。 

誰でもネイルをする権利があるということなどを意識し、差別の撤廃に力を入れています。 

 

⑧自爪の育成、深爪矯正を専門とするネイルサロンにし、専門的な技術による施術をする

ことで高い意識をもち、働きがいにも経済成長にも力を入れています。 

 

⑫⑬⑭⑮ 

気候変動、環境問題に常日頃から SNS で発信。 

 

当店で使用するハンドソープや食器用洗剤、洗濯洗剤は全てヴィーガンはもちろん、クル

エルティーフリー(動物実験をしていない)対応となっております。 

 

施術に使用するオイルは 100 パーセント植物性オイルを使用（オーガニック）。 

薬剤もヴィーガン、クルエルティーフリー対応のポリッシュを使用。 

サステナブルメニューを作り、有機溶剤の使用を最小限にするよう努めています。 

 

お客さまにはマイボトル持参で割引を実施中。 

現在、完全プラスチックフリー（ガラス、陶器使用） 
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有限会社サン印刷 

代表取締役 

宮城 剛 

●地球環境への配慮 

・脱プラスチックとしてカレンダーのとじ部には紙製の「タンザク加工」を取り入れ、古紙リサ

イクルとして利用可能 

・人にも環境にも優しいインキを使用 

・廃液処理が不要となる刷版機を導入 

・プライバシーマーク認証を取得 

・FSC 森林認証制度の CoC 認証を取得 

 

2.地域貢献・教育支援 

・地域の教育の場の提供、小・中学生の職場体験受入 

・ユニバーサルデザインの活用 

・余った巻紙・枚葉紙を保育園に提供 

・ペーパーバンクの設置（端紙を使用したメモ帳を作成） 

 

3.持続可能な職場づくり 

・電力を抑えるデマンド管理、こまめな消灯。蛍光灯から LED 照明へ交換／現在 90％

→100％に 

・ペーパーレスを進める為に IT を活用 

・効率的に業務を進める為の情報デジタル化の促進 

・社員の健康診断の受診・予防接種の実施 

・給水スタンドの設置。マイボトル活用を推進 
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株式会社 

サン・エージェンシー 

 

代表取締役社長 

稲嶺 有晃 

 

①社員の健康向上のために、2020 年 6 月より喫煙者がタバコをやめる宣言した場合

に 10 万円を支給し、さらに、6ヵ月間禁煙が続いた場合は、翌月から毎月 1万円

の健康手当を支給している。これまでに喫煙者 8名中 6名が禁煙に成功した。 

また、非喫煙者には毎月 1万円の健康手当を支給している。（ゴール 3） 

  

②全ての社員が広告やマーケティングに関する専門性の高い研修を随時受講する

ことができる。また、資格取得にかかる費用も全額会社で負担する。（ゴール 4） 

 

③ジェンダーによる待遇の差がなく平等で、また、LGBT 関係なく雇用している。 

（ゴール５） 

 

④子育てや介護における休みを希望する通り取得することができ、仕事と両立でき

る働きやすい職場環境である。（ゴール８） 

 

⑤印刷物は、環境に配慮した紙やインクの使用を顧客に積極的に提案している。 

また、ペットボトルの削減や各種団体が主催するゴミ拾いにも参加している。 

（ゴール 12） 

  

⑥沖縄の美しい海を守るためにビーチクリーンや赤土対策活動にも参加している。 

（ゴール 14）  

 

⑦異業種の方々との交流で、持続可能な開発の実現に向けて情報を共有している。 

（ゴール 17） 
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サントリーロジスティクス

株式会社 

 

代表取締役社長 

武藤 多賀志 

●DX 施策の導入による労働環境の効率化 

DX 施策の１つであるバース予約システムを導入することで、計画的な車両入場を実現する

ことにより、倉庫業務の効率化だけでなく、トラック車両の待機を抑制し、トラック乗務員の

労働環境の改善を図る。 

また、トラック車両の待機抑制を図ることで、沖縄県の推進する公共交通需要喚起を遵守

し、地域住民への通行における迷惑を防止することに繋げます。 

 

●AI 判定システム導入によるフォークリフト運転技術や乗務職者の意識向上による汚破

損・労災事故の抑制 

AI 技術を活用したフォークリフト運転技術向上を実現し、汚破損発生の抑制による廃棄品

の削減と労災事故抑制による労働環境の向上により、持続可能な社会へ貢献する企業を

目指します。 
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サン・パシフィック・エンタ

ープライズ株式会社 

代表取締役 権田正 

●ホテルバスアメニティを通じ美しい沖縄の海と自然環境を保全する活動 

・100％リサイクル PET ボトル採用により廃プラ量の削減（BVLGARI/FERRAGAMO） 

・プラスチック量を削減したボトルの開発（商品化実現済） 

・紙製ボトルの開発・アルミボトルの開発（中長期的プラゼロ施策） 

・高生分解性原料を採用し、河川・海の汚染を防ぐ（約 2 週間で 95％以上生分解） 

・沖縄県産成分を加えそれを周知させる事で、関連商材の商機創出し、県経済活性化 

を図る（月桃・ベチバー：赤土流出防止植物、タマヌオイル：廃材を発電に必要な 

資材として活用） 

・就労支援ファームを活用する事で、全ての方に雇用機会を創出・拡大する。 

・商品名に『うちなーぐち』を冠する事で、沖縄と内地のタッチポイントを構築し、 

ツーリズム需要を喚起する。 

・上記収益の一部をファーム拡大に寄付し緑化と就労支援を推進する。 

●エシカルトレード製品『Dilmah 紅茶』普及により下記を実現 

・産地の貧困者住区に井戸を掘り安全・安心な飲料水を配備 

・産地貧困層に雇用機会創出 

・産地貧困層に教育施設&環境•就労支援施設配備 

・産地貧困層居住区における子供•障害•ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ配慮教育･就労支援施設配備・児童労 

働撲滅・無報酬育児•介護・女性のﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ機会創出・男女平等の権利を確保 

●分子調理器『WOW』による廃棄食用油約 30％削減、油煙による調理人の健康被軽減。 

トランス脂肪酸摂取削減、食材ロス削減 

●FSC 認証紙使用ストローの普及によりプラごみの削減、収益から首里城再建支援 

●Clean The World 活動を通じた使用済み石鹸の回収・再利用、低開発国の衛生問題 

解決支援 

●RSPO 活動を通じた森林生態系保護•回復 

●節水シャワーヘッドの普及により貴重な水資源の節約 

●女性管理職活躍 

●男女平等の給与体系・評価基準、時短勤務・産休・育児休暇の取り入れ 

 

（702 文字） 
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サンワコムシスエンジニ

アリング株式会社  

沖縄支店 

 

支店長 

小島 弥寿政 

 

「世の中の“ 繋がる”をつくり、人と人とを結ぶ仕事！」をモットーに、電気通信企業として

沖縄県の「繋がる」を支え、インフラ整備に貢献し包摂的で持続可能な産業化を推進。情報

通信、電気設備の総合エンジニアリング企業としてスマート社会の未来に貢献します。ま

た、沖縄支店独自で我々が出来る身近なことから SDGs の推進を行っています。ゆいまー

る精神を大切にし、地域と密着した取組や、沖縄県の健康、長寿の復活を目指し、健康経

営の継続と発信を実施しています。 

① 通信建設会社として沖縄県の通信インフラ発展の役割を担い、信頼のある、かつ安全

で質の高い工事遂行への取組。 

② 地域のこども食堂への食糧・衣類寄付。 

③ 地域の公園清掃への取組み。 

④ 社内で健康推進プロジェクト(健康経営)実施。(ウォーキングを推奨し歩数を社員間で競

ったり、ダイエットチャレンジや健康講話の開催、残業減への取組、社内にぶら下り器や

足つぼマット・血圧計・体組成計の設置等） 

※上記内容で 2020 年に県が主催する「がんじゅうさびら表彰」へ応募し、グランプリを

受賞。 

⑤ 社内緑化活動の推進。（社屋内外に積極的に緑を植樹。また、沖縄県の県蝶に制定さ

れているオオゴマダラのえさとなるホウライカガミを栽培。オオゴマダラの生息環境の手

助けとなるよう配慮している）※実際に今年夏には産卵(6～7 個)されており、幼虫からさ

なぎ、羽化へと成長した。 

⑥ 社員の SDGs への教育・意識定着を推進、自らできることからの実践。（エコバック、マ

イカップ、マイハシ、マイストロー、マイタオル等） 

⑦ 古切手・古はがき回収を行い、ユニセフへの国際協力活動への取組。 

⑧ 社内にて野菜栽培の取組。（将来的にはこども食堂への寄付検討） 

⑨ 電気使用量削減の為、15 時に設けている 10 分間の休憩時間と 12～13 時の昼休憩時

は消灯。（LED 電気への入替えも検討中。） 
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株式会社ＣＳＤコンサル

タンツ 

 

代表取締役 

西里 喜明 

私たちはよりよい社会を創るため顧客、行政、経済団体、金融機関、士業を通じた専

門家ネットワーク、その他連携先など自社独自のネットワークとのパートナーシップ

で、SDGs のゴール達成と持続可能な社会への転換を推進していきます。 

 

●経営コンサルティングを通した取り組み 

顧客企業・組織と従業員の成長や経済的安定を支援し、ビジネスパートナーとして貧

困の解消・産業の振興・社会課題の解決・働きがいの創出に向けて協働します。 

 

●企業の人材育成を通した取り組み 

若手からマネジメント層まで、これからの社会や産業を支える人材を育成し、世の中

の変化に対応できる企業・地域社会へと導きます。 

 

●健康経営の推進を通した取り組み 

働く世代の病気予防・健康増進の実践を促し持続可能な企業・地域社会への転換を支

援します。 

 

●社内での取り組み 

社内の担当チームが SDGs への取り組みを推進すると共に、定期的な全社勉強会を開

催し SDGs が目指す持続可能な開発の実現に向けたビジネスモデルの提案へとつなげ

ます。 
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G Enterprise 株式会社 

具志 効 

当社は、「Glory island okinawa」の企画デザイン・PR 業務にあたり、 

・エコアメニティ、エコカトラリー 

・環境に配慮したオリジナル商品 

・沖縄シンガー&伝統舞踊 LIVE 

・女性管理職の登用促進/マイノリティの雇用 

・ユニセックス制服 

・SDGs 要素を取り入れたイベントの企画 

・SDGs の取組についての HP・SNS 掲示 

等の活動を通して、県内外の利用客または団体へ向けた SDGs の推進を目指します。 
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G Company 株式会社 

 

具志 効 

当社は、「Glory island okinawa」のホテル集客・運営にあたり、 

・ZEB/グリーンビルディング 

・クリーンエネルギー（太陽光パネル、蓄電池） 

・エコ清掃、リネンシーツの再使用 

・バリアフリー環境（専用駐車場、ユニバーサルルーム等） 

・ダイバーシティ、バリアフリーの推進（共用トイレ等） 

・SDGs の取組についての館内掲示 

等の活動を通して、県内外の宿泊客へ向けた SDGs の推進を目指します。 
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G Corporation 株式会社 

具志 効 

当社は、「Glory island okinawa」のホテル施設保有・飲食業務にあたり、 

・クリーンエネルギー（太陽光パネル、蓄電池） 

・ヴィーガン/ベジタリアンメニュー・地産地消 

・施設内植栽 

・首里城復興支援家具の設置 

・SDGs の取組についての店舗内掲示 

等の活動を通して、県内外の宿泊および店舗利用客へ向けた、SDGs の推進を目指しま

す。 
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株式会社シーサーフィット 

 

代表取締役 

   比嘉 進 

〇すべての人に健康と福祉を 

シーサーフィットは 24 時間ジムを通して様々な目標を持ったお客様を対応しております。年

齢性別も関係なく、老若男女全ての人が健康になるサポートを行っております。 

 

〇質の高い教育をみんなに 

トレーナーになるためにシーサーフィットオリジナル理論を学ぶため、代表の社内研修のほ

か、社外などの研修にも積極的に参加し、スタッフひとりひとりが様々な知識を吸収するこ

とができます。 

 

〇安全な水とトイレを世界中に 

会員様向けに水素水サーバーのご利用を勧めています。 

また、トイレには節水用タンク、手洗い場の蛇口を節水用の蛇口に取り換え通常の水量よ

りも節水することができます。 

 

〇働きがいも経済成長 

シーサーフィットでは、働きやすい環境づくりに力を入れています。ジムで初めて働く方で

も、しっかり研修期間を設けて、安心して仕事ができるようサポートしております。また、ジ

ムの利用、水素水の使用、ビタミンサーバーの使用などは福利厚生として無料でご利用い

ただけます。スタッフの健康もサポートできるよう心がけています。 

 

〇パートナーシップで目標を達成しよう 

県外などのトレーナーさんとのつながりをもち、情報交換などを行っています。 

また、エステサロンとの提携もあり、運動と美容を掛け合わせて健康になる環境づくりを行

っています。 

 

その他にも、環境問題に対し、 

ペーパーレスへの取り組み、 

除菌シートではなく、タオルでの除菌の徹底、 

小さなことから、私たちができること少しずつ積み重ねて取り組んでいます。 
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シーマックスダイビング

クラブ沖縄 

 

代表取締役 

天野 ひとし 

■ノータッチマナー 

海洋生物へのノータッチマナーとして「サンゴ・海洋生物を踏まない・蹴らない・触

らない」ことをスタッフが遵守し、ツアー前にすべてのお客様にご説明し、海洋生物

を傷つけない海の遊び方を周知します。 

■サンゴの植付け活動 

年 1回、ゲストダイバーと共にサンゴの苗を慶良間海域に植付けします。 

■サンゴの有害生物駆除活動＆水中清掃活動 

年 15～20 回ほど、以下①②の活動を行います。 

①サンゴの天敵であるオニヒトデ、レイシガイ駆除活動 

②水中のゴミ拾い活動（釣り糸、ペットボトル、網やブイ・ロープ等の漁業用具） 

■ビーチクリーン活動 

年 6回ほど、以下①②の活動を行います。 

①沖縄本島エリアのビーチのゴミ拾い活動 

②慶良間諸島の無人島に上陸し、島内のゴミ拾い活動 

■餌付けの禁止 

海洋生物の健康状態や生態系を壊す原因となり、サンゴ礁へのダメージにつながる餌

付け行為を、ツアー中禁止するとともに、禁止理由を説明することで「餌付けしない

海遊び」を推奨し、海洋生物と共に生きる暮らし方を周知します。 

■海に優しい日焼け止め使用の推奨 

サンゴの白化・損傷の原因となる 「オキシベンゾン」と「オクチノキサート」を含

まない日焼け止めの使用をすべてのお客様に推奨し、海況環境への悪影響の広がりを

防止する啓蒙活動を行います。 

■サンゴを守る船上行動の徹底■ 

サンゴや海洋状況に悪影響を作らないために、船上で以下の行動を徹底します。 

① サンゴを傷つけない船の錨の設置（係留ブイの使用及びダイバー潜行による設置） 

② 海へのゴミ・吸殻のポイ捨て禁止 

③トイレ使用時にトイレットペーパーを便器に流さない 
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株式会社 

J&S international 

 

代表取締役  

高良 利雄 

 

・オフィスや商業施設、他各施設など、働く場所の空間をデザインで環境を良くし、

働きやすい職場を提供していく。働きやすい環境により生産性向上や売上アップにつ

ながり離職率も低下する。 

・住環境をインテリアデザインで日々の生活を快適で心安らぐ空間にする事により、

ストレスを解消しライフスタイルを向上させる為のサービス提供。 
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J＆T パートナーズ株式会

社  

代表取締役矢木順子 

 

沖縄 21 世紀ビジョンと国際社会の一員として持続可能な開発目標に賛同してよりよい国

際社会の実現に向けた取り組みをおこなっています。 

 

【活動】 

●環境保護 各種関連企業や団体と連携し協同、様々な取り組みを行う。 

●社会貢献 障害者支援、女性の活躍の推進、伝統文化の保全に寄与。 

●地域振興 地域活性、自然保護、教育推進に積極的に取り組む。 

持続可能な循環型社会の構築 

 

【価値創造のまちづくり】 

地球環境保護に向けた地域企業と連携協同活動、福祉事業所支援、ボランティアを実施。 

 

【健康福祉セーフティーネットの確率】【自ら学ぶ意欲を育む教育の充実】 

医療費削減、健康長寿を目指し地域生涯学習の促進、出前授業、講師活動。 

 

【共助・共創型地域づくりの推進】 

地域企業との連携、地域活性化、経済成長と雇用を図るための協働を推進。 

 

【ものづくり産業の振興と地域ブランドの形成】 

首里城復元の支援活動、伝統文化の保全、継承へ向け商品企画開発などを通し寄与。 

 

取り組み活動を積極的に発信し、SDGs の認知度アップを目指す。 
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ＪＦＥエンジニアリング

株式会社沖縄支店 

 

支店長 小池 伸介 

 

持続可能な社会のために。 

私たちの技術を用いた、未来に向けたアクションをご紹介します。 

人々が豊かで快適に生活する社会を目指し事業を展開する私たちにとって、

貧困や飢餓のない、すべての人が健康な世界を目標にすることは、当然の使

命です。また、社会やくらしを支えるインフラの整備・運営を効果的に進め

るためには、海外の国々や国内の地方公共団体のみならず、様々な技術・発

想を持った個人や企業とのパートナーシップも必要不可欠です。 

私たちは SDGs を達成するため世界最高の技術をもって社会に貢献します。 

 

●循環型社会を実現するプロジェクト 

‐リサイクル・廃棄物発電  

-再生可能エネルギー 

●快適なまちづくりやくらしに直結するプロジェクト 

‐上下水道整備   

-食料・医療分野の新規事業 

●国や地域の発展に寄与するプロジェクト 

‐港湾・橋梁など交通インフラの整備 

‐エネルギーの安定供給インフラの整備 

●生活や産業を支えるインフラの維持・運営 

‐世界各国における拠点開設・技術移転 

‐ワークライフバランス重視による多様な人材の確保と育成 

‐良質な商品の提供とお客様満足度の向上 

‐労働災害の防止、社員とその家族の健康確保 

‐企業倫理の徹底と法令順守 
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株式会社ジェイシーシー 

 

代表取締役 

渕辺 俊紀 

●沖縄の健康づくりをテーマに毎日手作り弁当をお届け 

糖尿病や腎臓疾患など健康上の問題をお持ちの方が安心して召し上がれるお食事を、栄

養士が考え、衛生管理された工場で丁寧に調理し、配達スタッフがご自宅までお届けする

事業を展開しております。 

 

●伐採される巨木を募っての移植の実施 

当社では伐採が予定されている巨木について、無償で引き取り自社で運営する百名伽藍

等への移植を実施しております。また、自社の国際通りの店舗店頭での壁面を利用した緑

化等、開発で失われた緑地の再生に取り組んでおります。 

 

●地元沖縄の歴史を扱う書籍の出版、普及 

これまでは難しい内容の書籍が多かった沖縄の歴史を、小学生から大人までより幅広い

世代が楽しく学べることを目指し専門家の監修のもと琉球歴史の入門書を自社で出版して

おります。また、各地への書籍の寄贈を通して、地域の子どもたちへ地元の歴史に触れる

機会を提供しています。 

 

●女性管理職の積極的な導入 

性別によらない評価制度を導入しているため、女性管理職の割合が平均よりも高くなって

います。今後も、性別によって不利益を被ることのないよう多角的な視点から全社を挙げて

改善に取り組んで参ります。 
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㈱ＪＴＢ沖縄 

 

代表取締役 社長執行役

員 

杉本 健次 

１．県内企業とサービス連携し、国内初の定額会員制リゾートワークサービス

「Re:sort@OKINAWA」を販売しています。ニューノーマル社会の中で、サービス利用

を通して、「旅の楽しみ方」や「働き方」、「生き方」など、自分のライフスタイルや環

境を今一度（Re)整理し（sort）、新たなトラベルスタイル、ライフスタイルの提供を

目指します。 

 

２．沖縄空手振興ビジョンに基づき、沖縄空手の目指すべき将来像である「保存・継

承」「普及・啓発」「振興・発展」の実現に向け、沖縄空手案内センター及び沖縄空手

会館、沖縄伝統空手道振興会と連携を図り、沖縄空手振興策の推進に貢献します。ま

た、国内および欧・米・豪などの訪日観光客に向けて、沖縄の伝統文化である「空手」

に関連した魅力あるコンテンツや旅行商品を造成する等、空手ツーリズムを確立・推

進することで、来沖観光客数の増加や消費額の増加を図ることで、地域や業界の活性

化に繋げます。 

 

３．JTB が運営する、ポイント制のふるさと納税ポータルサイト「ふるぽ」。寄附した

自治体の地域産品や旅行商品をポイントに応じて好きな組合せで選ぶことができま

す。全国 250 箇所の自治体が揃っており、JTB グループはふるさと納税を通して、地

域の魅力を掘り起し地域活性化に貢献します（2021 年 3 月現在、沖縄県内の 17 市町

村が参画）。 

 

４．持続可能な開発目標（SDGs)の達成に向けた優れた取組を行う都市として、「SDGs

未来都市」及び「自治体 SDGs モデル事業」に選定され、自然環境にやさしい持続可

能な地域づくりを推進している恩納村と連携し、村が 2017 年に策定した「サンゴの

むらづくり推進計画」にもとづき、地域課題の解決と豊かな村づくりを推進していま

す。 
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JALスカイエアポート沖

縄株式会社 

代表取締役社長 

岡栄作 

 

2030 年の SDGs 達成に向け、社会課題の解決に取組んで参ります。 

■ 経済分野 

1. 子ども食堂およびフードバンクの支援余裕 

在庫品等 の物流を意識し、貧困や飢餓のゼロに貢献します。 

（余裕米の輸送を行い、こども食堂やフードバンクに寄贈するなど） 

2. 航空教室 などの開催 

普段触れる機会の少ない空港業務を紹介し、体験が出来るイベントを実施。 

児童、生徒の職業選択の幅を広げる機会を提供します。 

（JAL キッズエアポート、JAL エアポートスクールの開催） 

3. おもてなし講座の開催 

JAL グループのおもてなしマインドを活用し、県内企業、大学、専門学校 

を対象にサービスマナー 講座 を 実施 し 、沖縄の観光産業の質向上に 

貢献します。 

■ 社会分野 

1. ビーチクリーン の実施 

海の豊かさを守るため、ビーチクリーンを各空港所で実施します。 

2. 地域清掃 

自然環境保持と観光客誘致の両立を目指し、地域清掃を各空港所で実施し 

ます。 

■ 環境分野 

1. 電気使用量の削減 

社内エアコンの適正温度設定を通し、電気使用量の削減を目指します。 

2. 紙使用量の削減 

書類の電子化を推進し、紙資源の削減を目指します。 

3. 植物防疫の徹底 

沖縄の豊かな自然環境を守るため、社員の知識拡充を 実施します。 

4. マイボトル・マイバック推進 

海洋ごみ削減に向け、社員へマイバック・マイボトルを推進いたします。 

5. 地上作業車両関連における CO2 削減 

空港地上作業車両のエコな運転を実施します。 
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株式会社 

ＪＡＬＪＴＡセールス 

 

代表取締役社長 

佐々木 政茂 

■経済分野 

１．やんばる電気バス事業 

事業を通じた「地域循環共生圏」の創造に取り組みます。 

   ・ 地域の経済活性化と環境保全の両立 

   ・ ツアーガイドの品質向上と待遇向上への努力 

   ・ 雇用創出・２地域居住を通じた人口減少の抑止 

   ・ 若年層を中心とした「人財育成」への貢献 

   ・ やんばる地域(特産品含む)の「ブランディング」 

２．世界自然遺産登録地域を通じた商品化・販売促進 

   世界自然遺産応援グッズや登録地域の特産物を商品化し、空港売店や機内・WEB で

の販売を促進し、経済成長に貢献していきます。  

 

■社会分野 

１．多様な人財の活躍や LGBTQ に関する取り組みによる D&I の推進 

     シニア契約社員、女性活躍推進、身障者雇用促進など働き方の拡充。 

多様性を尊重し、ジェンダー平等を推進していきます。 

２．県内高校とのコラボ商品開発・販売 

   学校と連携し、人財育成と学びを形にできる機会を提供します。 

 

■環境分野 

１．世界自然遺産保全活動 

   世界自然遺産推進共同企業体の一員として、やんばる地域および西表島の 

自然環境保全に取り組みます。 

・外来種(植物)防除作業への継続的取組み 

・「ロードキル防止」のための除草作業 

・希少種動植物の密輸入防止活動への積極的な参画 

・ビーチクリーンなど環境保全活動への参画   

２．海洋ごみ削減に向けた取り組みの推進 

   脱プラ、海洋ごみを使用した商品の企画・販売を通し海洋ごみの削減を推進 

   していきます。 
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有限会社 首里琉染 

 

代表取締役 

大城 裕美 

 

当社のサンゴ染は、先代の創業者・父、山岡古都が考案し、昭和 52 年石垣市白保で生ま

れた。古代の染色は天然の植物を使い、天然の色は元は薬であり、薬を着ることから病気

を避け、魔よけの為に染色が始まった、体に優しく、心に安らぎと、喜びを生み出す。サン

ゴは幸せを運ぶ。子孫繁栄や長寿を願う意味がある。首里の工房では、サンゴ染体験が

人気だ。地球の球体は陸が三割、海が七割の比率である、海の 0.2 のサンゴは地球の 30%

前後の二酸化炭素を酸素に変換され地球に供給している。サンゴが死滅することは、生体

系が崩れ、死活問題だ。 

・平成 23 年首里公民館では、親子でサンゴ染め体験講座、沖縄の海の生体系を学びなが

ら）県民カレッジ開催 

・平成 21 年度 沖縄県立博物館。美術館にて造礁サンゴ～楽園を造った偉大な建築家～

の企画に参加 
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シンバネットワーク 

代表 安里繁信 

 

＜ホールディング 

カンパニー＞ 

シンバホールディングス

株式会社 

 

＜物流・輸送事業＞ 

株式会社 あんしん 

沖縄空輸株式会社 

沖縄海陸物流株式会社 

 

＜ショップ事業＞ 

株式会社 車輛館 

株式会社 ショップス 

株式会社 くれえる沖縄 

 

＜広告・イベント事業＞ 

株式会社 宣伝 

株式会社 オー・シー・オ

ー 

急激な地球環境の変化と私たち人類の活動の因果関係が叫ばれています。 

シンバネットワークはネットワーク各社の事業形態に即した取り組みに着手すると

ともに持続可能な社会の実現に向け SDGs の取組みを推進してまいります。 

 

●働き方改革の推進と働き甲斐のある職場づくり 

・国土交通省[働きやすい職場の認証制度]認定登録事務所を取得。 

・障がい者、外国人雇用における技術、教育指導と外国語を話せるスタッフの 

配置等によるダイバーシティ マネージメントを確立。 

 ・同一労働同一賃金の徹底および就労時間の管理徹底。 

●脱炭素、自然環境の負荷軽減を目的とした取り組み 

・混載便や共同便による配送効率化でトラック台数を削減、排気ガス減に取り組

む。 

・エンジンフォークリフトからバッテリーフォークリフトへの変更。 

・オフィス、倉庫(冷凍・冷蔵)の空調設備にエコマネジメントシステムを導入し 

  二酸化炭素を削減。 

 ・社用車にハイブリット車を積極的に導入し、エコドライブを推進。 

 ・環境への意識啓発、向上を目的に、広告、映像、イベント等のクロスメディアに

よる環境負荷軽減プロモーションを官公庁、民間企業等に企画提案する 

 ・ネットワーク全社によるゴミ分別、廃棄ゴミの削減、資源リサイクルを徹底。 

●沖縄 21 世紀ビジョンとの連携 

 ・低炭素島しょ社会の実現／共同配送によるトラック台数削減・ハイブリット車に

よるエコドライブ・企業連携によるクリーンエネルギーの普及・啓発。 

 ・世界水準の観光リゾート地の形成／官公庁、観光業との連携による誘致活動、 

  国際的な沖縄観光ブランドの確立を推進。 

・雇用対策と多様な人材の確保／障がい者、外国人の積極的な雇用と職業能力の 

開発による働きがいのある職場づくりの実現。 
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株式会社 信用組 

 

代表取締役社長 

識名 安信 

信用組は 1969年に創業し、以来半世紀以上に渡って地域社会への貢献を果たし続けてい

る安心・信頼の建築会社です。「台風に強く環境に優しい、自由設計を行える木造住宅」を

テーマとした一般住宅から、市庁舎・ターミナルビル・小学校等のインフラに関わる大規模

公共施設まで、沖縄地域の環境特性と天然素材に則した建造物を幅広く手掛けておりま

す。信用組創設 50 周年（2019 年）を起点として SDGs 課題への取り組みを本格的に推進し

ており、私たちは「ひと」「すまい」「まち」という 3 つの視点から意欲的に人間・環境・社会に

徹底配慮した建築事業を展開しています。 

 

「ひとへの取り組み」…私達は事業に関わる全ての労働者が心身ともに健やかに働き合え

る環境整備を徹底して推進しています。無理のない勤務体制の管理を行うと共に、日雇い

労働者含む全人員に健康診断を受診して頂いています。こちらは SDGs 課題「③すべての

人に健康と福祉を」のゴール地点を想定した取り組みとなります。 

 

「すまいへの取り組み」…私達はハウスメーカーとして太陽光発電等の自然エネルギー導

入を積極的に進めると同時に、最新技術を適用した災害に強い省エネルギー住宅（台風

耐性・耐震性・土砂崩れ防止対策等）の建築を行い、世代を跨いで安心して住み続けられ

る木造の住まいづくりを進めています。こちらは SDGs 課題「⑦エネルギーをみんなに そし

てクリーンに」「⑨産業と技術革新の基盤をつくろう」「⑪住み続けられるまちづくりを」「⑫つ

くる責任 つかう責任」のゴール地点を想定した取り組みとなります。 

 

「まちへの取り組み」…建物は文化の起点となる存在です。こちらを踏まえて、私達だけで

はなく、可能な限り地域（沖縄県・石垣島）全体が一体となって建築に携われるような連携

を強く意識しています。こちらは建築物の特性に応じて、産業・行政・大学等、幅広いネット

ワークの相互連携を行っています。SDGs 課題「⑰パートナーシップで目標を達成しよう」の

ゴール地点を想定した取り組みとなります。 
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新光産業株式会社 

 

代表取締役社長 

新里 正志 

 地域環境保全および共創の活動 

a. 2011 年 9月にエコアクション 21を取得し、省エネルギー・廃棄物削減・リサ

イクル・節水などに努め、持続可能な社会の実現に向けた取り組みを推進して

います。 

b. 各事業所にて年 4回、周辺の道路・公園・公共の広場などのクリーンアップ活

動を行っております。また年 2回、平和祈念公園のクリーンアップ活動にも参

加し、環境保全活動に積極的に取り組んでいます。 

 地域社会と共創の活動 

c. 次世代の地域社会を担う人財を育成することで、新たな質の高い雇用を創出

し、貧困等の社会問題を解決し、沖縄県の明るく豊かな未来の創造を実現しよ

うと積極的な活動を推進しています。具体的な取り組みについては以下にて

記載します。 

 大学生および高校生インターンシップ受入 

 琉球新報社，トランスコスモス社と 3社合同のコラボインターンシップ企

画運営 

※ トランスコスモス社は SDGs パートナー 

 沖縄国際大学 PBL 授業参画【キャリアデザイン論】 

 沖縄大学 PBL 授業参画【キャリア選択論】 

 琉球大学キャリア形成入門ゲストスピーカー登壇 

 昭和薬科大学付属中学校，高校キャリア教育（講座） 

 小禄中学校キャリア教育（お仕事先生） 

 ダイバーシティの推進 

d. 多様な人財を活かし、その能力が最大限発揮できる機会を提供する取り組み

を推進しています。沖縄県人財育成企業認証および沖縄県ワークライフバラ

ンス企業認証も取得し、働くすべての人々に働きやすく働きがいのある職場

環境を提供し、ディーセントワークを促進しています。具体的な取り組みは以

下にて記載します。 

 シングルマザーの積極的雇用 

 女性キャリアアップ支援研修実施 

 女性役職者登用推進 

 障がい者支援学校インターンシップ受入 
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株式会社 

SUPERPHANTOM 

 

代表取締役 

椎名 修一 

業務のデジタルシフトを含む生産性向上、イノベーションを育む組織風土醸成に寄与する

教育的コンテンツをセミナーやコミュニティイベントを通じて、地域社会の皆さまへご提供し

ております。 

 

より良く働くための学びの機会を沖縄県で働く全ての人へ提供する(ターゲット 4.4)ととも

に、その実践を通じて県内事業者の生産性向上(ターゲット 8.2)に貢献することを目指し、

沖縄県全体のビジネス環境における持続可能性の底上げとディーセント・ワーク実現を推

進いたします。 

 

目標.4 「質の高い教育をみんなに」(ターゲット 4.4) 

目標.7 「働きがいも経済成長も」(ターゲット 8.2) 
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有限会社スタプランニン

グ 

 

代表取締役  

赤嶺 剛 

【経済】 

経済成長（生産性向上） 

沖縄県人材育成企業認証・健康経営優良法人認定・えるぼし 3つ星認定を受けている

企業として、社員が働きがいを感じ、スキルアップとキャリア形成、女性が活躍でき

る職場環境、全社員の命と健康を守る事を、維持・継続することに取り組んでます。 

また、小・中・高・専門・大学生及び留学生のインターンシップも積極的に受け入れ

ております。 

 

【社会】 

沖縄子ども未来基金・フードドライブ・ユニセフ等、貧困問題への取り組みに支援を

おこなってます。 

住み続けられるまちづくりの一環で、地域安全の為に、加入団体と連携して防犯パト

ロールに参加したり、外灯設置に協力しております。 

こども 110 番の家として、地域の子供たちの安全と防犯を担っております。 

 

【環境】 

ISO14001 認定を受けており、マネジメントシステムを構築し、環境保全活動の推進を

目指しております。 

省エネ診断を受け、エネルギー使用量削減のアドバイスに基づき、職場環境改善を進

めております。 

地域貢献活動では、早朝地域清掃、道路クリーン活動参加、ブルーサンタゴミ拾い、

違反広告物撤去活動参加、那覇市花いっぱい運動に参加しております。 
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公益社団法人 

青年海外協力協会 

沖縄事務所 

 

代表  

我如古 盛修 

● 県内の小学校から大学まで、幅広い年代へ SDGs 教育を実施しています。 

 

● 教育旅行事業において、全国各地の中高生へ SDGs 探究プログラムを実施し、 

社会課題の解決に取り組む企業・NPO 等団体の講義と、現場でのフィールドワーク

を行い「体験を通した学びの機会」を提供しております。 
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株式会社積水化成品沖縄 

 

代表取締役 

塩山 泰章 

積水化成品沖縄は発泡プラスチックス製品を中心に、石油などの限られた資源の

有効活用やそのリサイクルを通じて、地球環境良化に貢献したいと考えています。 

 

●発泡スチロールは約９８％が空気という、環境にやさしい製品で、軽量性、断熱

性などの機能を持ち、プラスチック使用量削減により環境負担軽減に努めていま

す。 

 

●リサイクルにおいては沖縄県内のスーパーで回収している食品トレーや使用済

み発泡スチロール箱を減容処理し、マテリアルリサイクルの原料として活用する

とともに、一部は油化処理を施し、燃料として使用するケミカルリサイクルにも取

り組んでいます。 

 

●海洋プラスチックごみ問題に対しては、生分解性樹脂、バイオマスプラスチック

ス等、環境にやさしい素材を用いた製品の開発を進めています。 

 

これからも、沖縄県、県内企業の方々と共に、環境にやさしい製品の開発や環境貢

献への活動を推進し、持続可能な社会を目指して、SDGs に向けた取り組みを進め

ていきます。 
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株式会社 設備技研 

代表取締役 平良 智 

◆2019 年 11 月に「株式会社 設備技研プレゼンツチャリティーコンサート」を開催し、集ま

った寄付金を公益財団法人育英会様、社会福祉法人沖縄市社会福祉協議会様、泡瀬第

三自治会様の三か所に計 115 万円寄付することができました。また 2021 年 10 月には【将

来を担う子どもたちの人材育成に役立ててもらいたい】との想いで公益財団法人育英会様

に 100 万円寄付させて頂きました。 

◆「子どもたちに夢を！2020RBCi ラジオまつり」のスポンサーとなり、県内の児童養護施設

を旅立つ若者たちを支援するお手伝いをしました。 

◆万が一に備え AED を設置し、従業員の健康管理の為に血圧測定器を設置しています。 

◆業務に必要な資格などを取るように促し、常にスキルアップし上を目指していけるように

サポートします。 

◆部長、課長、主任に女性が活躍しています。男女関係無く活躍できる環境を整えて組織

の力を向上しています。 

◆トイレや給湯室など、水道の水使用量の削減に努め、飲水は浄水器やウォーターサー

バーを使用しています。 

◆熱中症対策の一環及び地球温暖化対策活動の一環として、社員全員に毎年クールビズ

ユニフォームを支給し、現場作業員にはファン付きの作業着を推奨しています。 

◆社員が色々な福利厚生を受けれるよう福利厚生倶楽部に加入し、気軽に疲れやストレ

スを発散できるような体制づくりを心がけています。また、社員が福利厚生倶楽部の加盟

店を利用すれば経済アップ効果も見込まれます。 

◆バングラディシュからの労働者を受け入れ、日本で設備の技術を学び、本国に持ち帰り

活かしてもらうお手伝いをしています。 

◆買い物に出掛ける際にはマイバッグを使用し就業中もマイカップを持参するなどエコグッ

ズを活用しています。 

◆営業車両を一部ハイブリットに変え、従業員にもエコカーへの移行を推奨しています。 

◆毎月一回地域の清掃活動を行っています。 
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株式会社 

設備研究所 

 

代表取締役社長 

具志堅 斉 

弊社では「建築設備設計」の業務を通して、人々の快適な空間づくりの為に、たゆまぬ

技術革新と省エネルギーの創造により地域社会へ貢献すると共に、「沖縄 21 世紀ビジョ

ン」や「おきなわ SDGs」の基本理念に照らし合わせた持続可能な企業活動を 

行い、社会的な使命を果たします。 

 

●すべての人に健康と福祉を 

・「仕事と子育て・介護の両立支援行動計画」を策定して、男性・女性社員共に育児・介護・

看護休暇を取得し、休業後に職場復帰しやすい環境を整えております。 

・全社員へ健康診断を実施し、心身共に健全な形で業務が行える環境を作っております。 

・女性技術者の積極的な登用により、より繊細な感性を取り入れて、更なる品質向上に努

めております。 

・スポーツジムとの連携や、地域のスポーツイベントに参加し、社員の心身の健康促進に

努めております。 

・ハンガーゼロ、ドクターヘリ、震災時の募金への取り組みなど、社会的役割の意義を全社

員で共有しております。 

●質の高い教育をみんなに 

・沖縄職業能力開発大学校へ当社職員を講師として派遣し、建築設備における地球環境

への取り組みなど教育を通して必要な知識を習得出来るように取り組んでいます。 

・毎週社内において技術勉強会を開催し、時代のニーズにマッチし、持続可能な建築設備

のあるべき姿の探求に努めております。 

・技術資格の取得において受験料、講習会費用を支給し、経済面での援助及び資格取得

のモチベーションアップを図っています。 

●エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

・ライフサイクルコスト（LCC)を低減するため、より地球環境へ配慮した設備システムの構

築、修繕計画等を立案していきます。 

・ZEB(ゼロエネルギービルディング）を目標において、再生可能エネルギー及び高効率設

備機器等の導入により脱炭素など、環境負荷の低い建築物の普及を目指し、地球温暖

化対策に貢献していきます。 

●つくる責任つかう責任 

・社内でのペーパーレス化、不要紙、使用済切手、ペットボトルキャップの回収及び節電、

節水に取り組みながら持続可能な消費を行い、環境への配慮に努めています。 
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株式会社宣伝 

 

代表取締役社長 

喜瀬 喜丈 

（1）環境負荷軽減プロモーションの企画、提案、実施 

環境負荷軽減や環境への意識向上を促す環境プロモーションを積極的に企画、提案、

実施。 

＜取組事例＞ 

①ミスアース沖縄大会の企画、提案、実施。 

②遊休地であるビルの屋上を活用した農業推進プロモーションの企画、提案、実施。 

 

（2）ハイブリッド車の積極的な導入、エコドライブ推進 

営業スタッフの社用車をハイブリッド車にし、エコドライブの推進を行い環境負荷の

軽減を図る。 

＜取組事例＞ 

①営業スタッフの社用車をハイブリッド車で導入、また、エコドライブの推進。 

 

（3）働き方改革の徹底と働き甲斐のある職場づくりを推進 

同一労働同一賃金の徹底を行い、就労時間の管理徹底も同時に行う。また、働き方改

革も積極的に推進。  

＜取組事例＞ 

①働き方改革の徹底と働き甲斐のある職場づくりを推進。 
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株式会社 

ゼンリンインターマップ 

 

代表取締役社長 

大嶺 香 

当社は提供する製品･サービスの質向上、情報資産の適切な管理、環境負荷の低減

を通してお客様の信頼を醸成するよう努めております。また、事業環境を踏まえ企業

の社会的責任を果たすべく法令･規制要求事項の遵守は当然とし、持続可能な地域社

会の発展に貢献する取組を推進し、SDGs 目標に貢献してまいります。 

 

① 時差出社、テレワーク、介護休業・介護時短勤務、育児休業・育児時短勤務、メ

モリアル休暇、健康診断受診率 100％等の安全衛生管理、労働時間管理を進めて

おり、社員の働きがいのある職場環境創りに取組んでいます。 

 

② 人材育成として、従業員の技術的・社会的スキルアップの啓蒙を行っています。

従業員一人一人に成長の機会を与え、目標達成に向けた、階層別教育、通信教育、

資格取得へのサポートや様々な研修・セミナー受講を行っています。 

 

③ 働き甲斐がある職場を目指し、年齢性別を問わず同一労働同一賃金に向けた働き

方改革を進めています。働き方改革法を遵守し、社員一人ひとりがいきいきと働

ける環境が構築され、社員満足度の改善に取組んでいます。 

 

④ 事務所内の電気使用量削減、ペーパーレス、廃棄物削減、社有車の燃費向上等、

資源を有効活用し、環境負荷低減に取り組んでいます。 

 

⑤ ISO（国際標準化機構）認証のマネジメントシステムを有効活用し、継続的な生産

性向上（経済成長）を実現出来る働き甲斐のある職場創りに取組んでいます。 

 

⑥ 地震や台風などの災害発生時、一刻も早い被災者の救助や被災地域の復旧のため

には場所の特定や周辺状況の確認に地図が必要となります。当社は、複数の自治

体と「災害時支援協定」を締結し、当社地図商品を提供し地域の防災や減災を支

援しています。 
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株式会社 SOONESS 

 

代表取締役 

銘苅 誠也 

●貧困をなくす  
・県内では子どもの貧困が問題となっているが、子どもの貧困を解決するには、子
どもを育てる親の経済的、精神的な安定が重要だと考えています。そのため、社員
の有給消化率向上、所得向上を目指す。  
 
●持続可能な健康経営とダイバーシティへの取り組み 
・従業員一人一人が働きがいをもって生き生きと働くことのできる職場環境作りに 
努め、地域社会と共に持続発展する未来づくりに貢献します。 
・定時退社を促進したワークライフバランスの充実を図るとともに、業務の円滑
化、効率化等による労働生産性の向上も図っていきます。 
・性別や人種、年齢、学歴、障害を問わず多様性を受け入れ、広く人材雇用の機会
を設けています。 
 
●働きやすい職場環境づくり  
・働き方改革による長時間労働の抑制や週休二日制度を推進することによって誰も
が働きやすい環境づくりに努めます。また、Web 環境を構築し自宅からでも仕事が
できる環境へ変化させ、生産性を向上させながらリモートワークを推進する取り組
みを行っています。 
 
●持続可能な観光産業としての取組み  
・出来る限り地元の食材や観光物品を商材として扱い、地産地消に努めています。  
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学校法人 SOLA 学園 

 

・沖縄医療工学院 

 

・沖縄ホテル観光専門学

校 

 

理事長 

野村 美崎 

学校法人 SOLA 学園は、ＳＤＧs（Ｓustainable Ｄevelopment Ｇoals －持続可能な開発目

標－）の実現に向けた取り組みを、職員と学生、同窓生ともに展開しています。 

１、SOLA 学園独自の奨学金設立を予定 

入学を希望し、成績が優秀な生徒で、家庭の経済的理由により、修学が困難な子どもたち

へ SOLA 学園独自の給付型奨学金を設立し、貧困問題が起因する学力低下の課題に少し

でも解消できるように努めます。 

２、住み続けられるまちづくりと地域貢献 

学校周辺の道路のゴミ拾い、落葉清掃活動、地域(自治会)の美化活動や地域ボランティア

等に、積極的に取り組み、地域活動を進めてまいります。 

３、ボランティア活動 

スポーツ健康学科を中心とした教職員と生徒を NAHA マラソンや、おきなわマラソンへ派遣

し、マッサージ等のボランティア活動を進めてまいります。 

４、公正で質の高い教育と人材育成 

定期的に、各県立高校へ出前授業を実施していきたいと考えております。 

県内唯一の「医療に特化した専門学校」を目指し、生徒一人一人の個性と能力を発揮でき

るように、また、社会(就職後に)で実践できる人材育成を行います。 

５、校舎内の感染症対策 

教職員・生徒は、手洗い・うがい等を励行し、同様に、生徒の健康管理も含めて、学園全体

で感染症対策に努めてまいります。 

６、離島活性化と離島振興に寄与します 

宮古島市へ学科設置(予定)を進め、離島活性を図り、若者流出を防止します。 

生徒の育成、地元への就職を可能とする計画を進めております。離島の持つ活力の維持・

向上に向けて、観光リゾート産業、地域に根ざした産業の総合的・一体的な振興を図ること

で、地域経済の活性化、雇用の場の創出、交流人口の増大を目指します。 

最後に、おきなわ SDGs の取り組みは、〈SOLA 学園〉の理念やビジョンと一致するもので

す。当学園は質の高い専門教育の啓発活動等を通じて、SDGs の実現に向けた取り組み

を展開してまいります。 
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株式会社ソルパック 

藤田洋一郎 

・自社ホームページでの自社取組の紹介とともに SDGs への認知度を高める情報発信を継

続する 

・沖縄県内で実施する実証実験及びその後の商用化において、環境に優しい活動への参

画を促し、その活動の啓蒙・啓発として、情報発信していく。 
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損害保険ジャパン（株）

沖縄支店 

 

沖縄支店長 

酒井 隆正 

① 防災・減災に資する商品・サービスなどの提供やさまざまな組織との協働プロジ

ェクトを展開し、人々が安心・安全に暮らせる社会の実現に貢献する。 

② 質の高い介護・ヘルスケアサービスなどの提供や健康・福祉の増進に資するプロ

ジェクトを展開し、あらゆる人々がよりよく生活できる社会の実現に貢献する。 

③ 気候変動への適応と緩和、生物多様性の保全などにバリューチェーンで対処し、

新しいソリューションを提供することで、持続可能な社会の実現に貢献する。 

④ 社会貢献活動や地域の文化振興に資する活動などを通じ、県民からもっとも信頼

される企業として、よりよいコミュニティ・社会の実現に貢献する。 

⑤ 基本的人権を尊重し、多様な個性を認め、ダイバーシティを推進することで、社

員を含めた県民全てが活躍できる社会の実現に貢献する。 
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第一生命保険株式会社 

那覇支社 

 

那覇支社長 

秋吉 満澄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期経営計画の策定にあたり、持続可能な開発目標から重要課題を選定しました。主

な取組は以下の通りです。 

●生命保険普及による生活の安定 

ライフスタイルの変化によって保障に対するニーズが多様化し、これまで以上に決め

こまかな対応が求められています。テクノロジーの活用などによる保障範囲の拡大

や、アジア新興国などへの保険の普及を推進し、万が一の保障に加え、病気や要介護

などさまざまなケースにおけるお客さまの経済的負担の軽減を通じて生活の安定に

貢献しています。 

●資産寿命の延伸 

高齢化の進展などを背景に、資産形成はもちろんのこと、相続や生前贈与などに関す

るニーズがますます高まっています。豊富な商品をラインアップし、「貯める・使う・

残す」という、いわゆる「資産寿命の延伸」をサポートすることで、人生 100 年時代

を生きるお客さまやそのご家族のより豊かな生活の実現に貢献しています。 

●健康寿命の延伸 

人生 100 年時代を迎え、高齢化により慢性疾患や認知症を患う方が増加しています。

従来の保障だけでなく、健康増進や病気の重症化予防への寄与にも提供価値を広げて

いくことで、健康寿命の延伸や医療費の削減といった社会課題の解決に貢献していま

す。 

●地域・社会の持続性確保（少子高齢化対策等） 

生命保険事業を日本全国で展開するなか、各地域でさまざまな「つながり」や「つな

がりの場」を提供し、住みやすく、働きやすい地域づくりの面からＱＯＬの向上に貢

献します。地域・社会の課題解決に向けて、さまざまなパートナーシップを結びなが

ら、豊かで安心感あふれる生活・社会づくりに努め、地域・国際社会とともに持続的

な発展を目指しています。 

●気候変動への対応 

社会の一員として地球環境保護および循環型社会の構築を企業の社会的な責任と捉

え、環境保護・保全と環境負荷低減を目指します。 

 

 

 

 

  



おきなわ SDGs パートナーの SDGs への取り組み 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

153 

タイガーグループ 

 

・タイガー産業株式会社 

・盛虎ジャパン株式会社 

・タイガーグローバル株

式会社 

・タイガー工業株式会社 

・広西盛虎金属製品有限

公司 

 

代表取締役社長：島袋盛

義 

●製品寿命の尽きた家電や使用できなくなった物流関係資材等の産業廃棄物からプ

ラスチック材料を取り出し、製品へ再利用しています。 

(一部製品にて沖縄県リサイクル資材評価認定制度「ゆいくる」を取得) 

 

●火力発電所で発生する副資材をプラスチック材料に混入し、製品として再利用して

います。 

 

●生分解性プラスチックに炭酸カルシウムを配合した材料で、環境に負荷をかけない

リサイクル可能なプラスチック製品の開発・製造・販売を行ないます。 

 

●産業廃棄物の再利用をとおして環境負荷の少ない循環型社会の構築をめざしてい

ます。 
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一般社団法人 

大学コンソーシアム沖

縄 

 

代表理事  西 田  睦 

大学コンソーシアム沖縄は、「沖縄県内の大学が、相互に建学の精神を尊重しつつ

有機的連携により教育研究を一層充実発展させ、また産学官の連携により地域社会

の活性化と発展に貢献する」ことを目的に設立されており、県内１１の高等教育機

関がそれぞれの特長や強み、個性を活かし、持続可能な地域社会の発展を実現する

ため連携して、次のような事業について SDGS の達成に向けて取り組みます。 

１．グローバル人材育成事業 

(1)SDGs 達成に貢献するため、沖縄産学官協働人財育成円卓会議が取り組む「トビ

タテ！留学 JAPAN 地域人材コース」実施への連携協力 

(2)SDGs 達成に貢献するため、名桜大学主催の 「世界ウチナーンチュ学生サミッ

ト」の実施に協力 

２．地域課題対応事業 

SDGs にも関わる県の「貧困対策委託事業」で「子どもの居場所学生ボランティア

事業」の推進 

３．生涯学習事業 

SDGs 達成に貢献する｢県民向け公開講座」の実施 

４．FD・SD 事業 

SDGs に関わるテーマの講演、シンポジウムの開催 

５．その他 

SDGs に関わるその他の取り組み 

 ・親子を対象にした県内大学入試説明会の実施 
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ダイキンＨＶＡＣソリューシ

ョン沖縄株式会社 

 

岸本 直也 

【自然環境の保全】 

・低温暖化冷媒を使用した空調機器やヒートポンプ給湯の普及促進、フロン排出抑 

制法の認知活動などを通して、地球温暖化低減に取り組みます。  

・省エネ機器やＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネルギービル）の普及促進により、 

エネルギーの効率化に取り組みます。 

 

【地域美化活動】 

 地域の清掃活動により、きれいな街づくりに貢献します。 
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株式会社ダイコー沖縄 

 

代表取締役 

村上 伸一 

地域に根ざし、人々の健康に携わる企業として、私たちにできることを考え続けます。 
 
♦健康企業宣言 
 *健康づくりの推進（職場環境・食・運動・禁煙・心の健康） 
 *健診結果の活用（特定保健指導・重症化予防の推進） 
 *過重労働防止の取り組みの実施 
 *献血の実施 
♦環境保全 
 *クールビズの推進 
 *社内の照度調整や消灯 
 *社員家族も一緒に会社周辺のゴミ拾いウォークの実施 
 *Web 請求書の推進 
 *アイシティ eco プロジェクトに参加(使い捨てコンタクトレンズの空ケースをリ 

サイクルすることによって CO2 排出量を削減） 
♦地域支援 
 *地域の小学生を対象に通学時の交通事故を防ぐための交通整理 
 *見守りおかえり支援ネットワーク（宜野湾市）・見守りネットワーク（浦添市） 
 *認知症対策推進総合戦略（オレンジプラン）への参加 
 *リレー・フォー・ライフへの参加 
♦ダイバーシティ・インクルージョン推進 
 *障がい者雇用促進 
 *育児、介護のための休業取得を推進（育児短時間勤務制度あり） 
♦子ども・若者育成支援 
 *インターンシップ受入れ 
 *職場体験学習受け入れ 
♦寄付 
 *「フードドライブ」「フードバンク」への食品寄付 
 *自販機手数料の一部を「メッシュサポート」へ寄付 
 *「50 円倶楽部」という社員で構成された倶楽部で 1口＝50 円の金額を積み立て、

1年間の総額を寄付（実績：ファミリーハウスがじゅまるの家） 
 *アイシティ eco プロジェクトに参加（使い捨てコンタクトレンズの空ケースをリ

サイクル業者に買い取ってもらい、その収益を日本アイバンク協会へ寄付） 
当社ホームページ https://www.daico-okinawa.co.jp/ 
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大樹生命保険株式会社 

 

支社長 

藤本 淳 

当社は、生命保険会社の社会的責任を果たすべく、生命保険事業や CSR 活動（CSR 三本

柱）を通じてサステナビリティ経営に取り組んでいます。 

・「社会・環境」への取組み 

“緑・自然を守り、親から子へと美しい緑の街を伝えたい”という願いを込めて、1974 年に

「苗木プレゼント」を開始しました。企業・学校等の団体及び一般家庭に対して、気候や

生育条件にあった苗木を配布し続けています。苗木はすくすくと育ち、心地よい木陰をつ

くりながら周辺環境の保護や CO2 削減等に役立っています。 

・「いのちと健康」への取組み 

生命・健康と密接な関係を持つ生命保険業を本業とする会社として、また、女性従業員

の割合が高い企業として、ピンクリボン運動の趣旨に賛同し、この運動に参画していま

す。乳がんセミナーの実施、チラシ等を用いたお客さま・地域の方々への乳がんについ

ての情報提供や啓発活動等を行っています。 

・「人の生活の安心」への取組み 

当社では、転居を伴わずに本社部署に所属して勤務する「リモート勤務」制度の導入、

男性育休取得に向けた規程改定等、ワークライフバランスの向上に取り組んでいます。 
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大成土建株式会社 

 

代表取締役 

砂川 昌則 

建設業の活動は多岐にわたっており、SDGs の 17 のゴールと深いかかわりを有してい

ます。また、「沖縄 21 世紀ビジョン」とも基本理念及び将来像は SDGs の理念と、多

くの重なるところがあります。大成土建株式会社では、質の高いインフラ整備や地域

との交流を通して、地域や社会の発展に貢献し、今後も持続可能な開発目標 SDGs に

賛同し、より良い国際社会の実現に貢献・尽力していきます。 

 

 

 

●環境保全に関する取り組み(目標 7・14・15) 

 工事での赤土流出防止対策の徹底や、ゆいくる材の積極的活用を行っています。 

 

 

 

●働き方に関する取り組み(目標 3・4・8) 

 定年再雇用、資格取得の金銭的サポート、週休二日制に取り組んでいます。 

 

 

 

●地域貢献に関する取り組み(目標 4・11・17) 

 工事現場周辺の清掃活動や現場作業所の見学等を行っています。 

 地区防犯協会の「子ども 110 番の家」活動に参加します※登録申請中 
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株式会社 大成ホーム 

 

代表取締役社長 

喜名 景秀 

「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため環境に配慮し
た住宅建築 
住宅建築・土地開発 
・費用負担を軽減する住まいづくり(ローコスト住宅)のプランの提案及び提供 
・カーボンニュートラルな住まいづくりの提案 
（太陽光発電・蓄電システム・スマートヘムス 等） 
・節水・省エネ型製品の提案 
・建築物の耐久性の向上に取組む 
・分譲地開発にともない公共緑地スペースの開発と提供 
・開発地周辺の歩道環境整備を地域住民と行政と協力 
ワークライフ 
・産業医を配置し、定期的に安全衛生委員会を開催 
・従業員またはその家族の妊娠･出産･育児･介護･看護、その他健康状態に配慮 
・女性の活躍を促進し、出産育児のサポート(産休、育休、フレックスタイム制活用 等) 
・就業規則などの行動規範を定め、従業員が常に参照可能な状態にしている 
・新卒者雇用を定期的に実施し人材育成に努めている(建設業合同説明会等へ参加) 
・研修などへ参加し従業員の能力・技術向上 
エネルギー資源 
・事務所等の照明不必要時の消灯やエレベーター使用を控え省電力に取組む 
・夏季における軽装(クールビズ)をして、冷房の使用を抑える 
・ペーパーレス化 
（コピー機オンデマンド設定やFAX受信をデータ化し紙資源使用の削減 等） 
地域・社会貢献 
・地域の横断歩道にて交通安全活動を行い、歩行者の安全と国道の通行者へ安全運転の
推進 
・通学路に交通安全看板の設置 
・市民の健康 文化・スポーツ振興や産業振興に係る寄付・寄贈・事業協力を行っている 
・地元活用・志向として、地元企業を優先した業者選定を行っている 
・従業員が自発的に社会貢献活動などに参加しやすくするための支援を行っている 
・世界文化遺産の保護・保全の努力強化をする(首里城復元等) 
・自然災害地区へ人力的・経済的支援を継続的に行う(東日本大震災、九州大豪雨災 等) 
パートナーシップ  
・ベトナム実習生を受入れ３年間雇用し、技術向上(能力強化)と経時的な包含 
・「協力業者会」や「匠会」を発足し業者同士の交流の場を設ける 
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大同火災海上保険株式会

社 

 

代表取締役社長 

与儀 達樹 

・当社は創業以来、損害保険事業を通じて社会の安定や企業の成長を下支えし、社会・経

済の発展に貢献することを企業理念として、県民生活の安定および地域経済の発展に密

接に関わってまいりました。 

・当社において SDGs 達成への取組は、企業理念の実践そのものであり、当社中期経営計

画においても SDGs に関する取組推進を掲げ、事業活動に取り入れております。 

・引き続き SDGs に関する取組を推進し、近年の環境変化およびそこから新たに生じるさま

ざまな社会課題の解消に向けて取組んでまいります。 

 

安心・安全の提供 

・損害保険・生命保険の普及・拡大、交通事故の防止や自然災害に対する防災・減災に向

けたサービスの拡充、パートナー企業との共創によるサービスの向上・拡充、新たな社会

課題の解消やニューリスクに対応したサービスの提供など 

 

地球環境問題への取組、人財育成・人を支える取組 

【地域に根差した企業としての社会貢献活動】 

・市町村、各団体への車いすの寄贈、那覇市へのランドセルカバー寄贈、沖縄県のサンゴ

礁保全・再生活動への寄付、子どもの貧困対策を目的とした社会福祉団体への食料品寄

贈など 

【持続可能な社会に向けた職場づくり】 

・働き方の改革（ダイバーシティの推進、女性の活躍推進）、全社的なペーパレス化の取組

推進（二酸化炭素排出量の削減）など 
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合同会社ダイビングスク

ールあつまる 

 

代表社員 浜 佑介 

私たちは、石垣島を拠点に、主にダイビングやシュノーケリング等のマリンアクティ

ビティツアーを主催・運行しています。 

 

○ツアー参加者のみならず、地域住民の方々に対しても自然体験を通じて、八重山の

サンゴ礁(石西礁湖)の現状やサンゴのこと、それを取り巻く環境、生物多様性等を周

知します。 

また学生への環境教育を行うことで、継続的に海を守る人材を育てます。 

 

○持続可能な利用のため、ビーチクリーンの開催、１Dive１Cleanup プロジェクトや

OneHandOneClean プロジェクトなど海洋ゴミ問題へ参加するとともに、海に優しい日

焼け止めの推奨、販売も行いながら、海の豊かさを守る活動を行っています。 

 

○私たちや各種団体の活動、取り組みを広げるために、ステイクホルダー(行政、Ｎ

ＰＯ、事業者、地域、学校などの各種団体や人達)を巻き込んだパートナシップによ

り、目標達成の為の活動を行います。 
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有限会社 拓商 

 

代表取締役  

親泊 元八 

わたしたち拓商グループは経営理念に掲げる『人と環境に優しい企業』を目指して、

以下の項目を実践して SDGｓ運動を推進します。 

 

●すべての人に健康と福祉を 

弊社の全施設と全社用車の禁煙を実施し、受動喫煙防止に努めています。各施設には

AED 装置の設置や新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底します。 

●質の高い教育みんなに 

定期的に開催している終活セミナーを通じて、全ての人に【命の大切さ】【葬儀の意

味と価値】について学びの機会を提供します。従業員に対して【葬祭ディレクター】

【フラワー装飾技能士】の資格取得を支援することで質の高い教育を実行します。 

●エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

施設照明の LED 化を推進し、施設の省エネに努めます。電力使用量をグラフ化して電

気の見える化を図ることで、従業員の節約意識を高めます。 

●働きがいも経済成長も 

人の死や深い悲しみに対面する「おくりびと」として、従業員に【命の大切さ】【感

謝とありがとう】について考える機会を提供します。地域社会には【先祖供養】【葬

儀の意味と価値】を提供することで経済成長に貢献します。 

●人や国の不平等をなくそう 

日本国内で葬儀は誰もが受けることが出来る保障の一つとされています。拓商グルー

プでは誰一人取り残すことなく誰もが受けることが出来る葬儀プランを提供します。 

●住み続けられるまちづくりを 

地元通り会の地域清掃などの地域活動に積極的に参加し、地域活動に協力すること

で、誰もが住み続けられるまちづくりに貢献します。 

●気候変動に具体的な対策を 

ご遺体保全の際、ドライアイス代用品として繰返し使用可能な「超低温保冷剤」を使

用します。ドライアイス消費量を抑えることで、二酸化炭素の排出量を抑制し、地球

温暖化の防止に努めます。 

●パートナーシップで目標を達成しよう 

葬祭業は生花店、ギフト店、写真館など数多くの企業様のご協力とご支援によって成

り立ちます。パートナー企業との共存共栄により、弊社理念の実現に繋げます。 
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武田薬品工業株式会社 

沖縄営業所  

 

営業所長 

磯田英司 

◎人々の健康、患者さんへの医療に対する支援 

第 7次沖縄県保健医療計画における疾病予防及び早期発見、早期治療等の課題を踏ま

え、武田薬品として 

 

□ 生活習慣病予防に向けた地域住民への取り組みをサポートさせていただきます 

□ 診断・治療へのアクセスが課題となっているがん・精神疾患領域において、早期

診断あるいは診断率向上を目指し、医療従事者、地域住民への疾患啓発活動を行

わせていただきます 

□ 医療従事者にとって有益となる医学・薬学関連の臨床課題を解決するための勉強 

  会を実施させていただきます 

※県内の専門医不在あるいは少ないエリア（離島含む）への Web を用いた勉強会 

  もサポートさせていただきます 

 

◎子供たちの明るい未来への協力 

武田薬品・従業員であり、沖縄県民の一人として 

 

□ 業務等で必要なお弁当は「こども食堂を運営する会社」や「こども未来協力店」

のものを利用させていただきます 

□ 読み終えた本を NGO、学校などの団体に寄付させていただきます 

 

◎自然環境の保存と保全 

武田薬品・従業員であり、沖縄県民の一人として 

 

□ 海に繋がる河川やビーチを清掃していきます 

□ 社内外問わず、ペットボトルやキャップの分別をしていきます 

□ 業務における資料を紙からデジタルに変えていきます 
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一般社団法人 

タコライスラバーズ 

 

代表理事  

山川 宗德 

●子どもの貧困対策 

 奈良県橿原市げんきカレー発祥の「みらいチケット」のシステムを活用することに

より、いつでも沖縄の未来を担う子ども達がお腹いっぱい、夢いっぱいの環境を作り

上げる。みらいチケットを通して、子ども達がしっかりと空腹を満たし、明日への活

力を見出すきっかけを作り、県内の子ども達を誰一人取り残すことのない環境作りを

目指しています。 

 大人達の善意が形となった「みらいチケット」により、大人達の優しさに触れた子

ども達が、成長した後、次世代の子ども達に受けた優しさを繋げられるような「沖縄

の新しいゆいまーる」を整備します。 
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タマキハウジング株式会

社 

 

代表取締役社長 

玉城英之 

弊社では、持続可能な開発目標（SDGs）を推進するために、以下の取り組みを実施し

ています。 

●貧困をなくそう 

・地域の児童養護施設へ寄付を通して、子どもたちの精神的な安定や学び・成長に繋

がる活動を行っております。 

（寄付活動で購入する商品は基本的に県内事業者を利用しております。） 

●質の高い教育をみんなに 

・小中学校の生徒へ書籍等の寄付を行い、質の高い教育環境づくりへ寄与致します。 

・県内の住環境へイノベーションを起こせるような社員教育を推進します。 

・継続して良質な住宅を供給するため、社員の技術力向上及び資格取得の推進、金銭

的支援や資格手当を拡充しております。 

・社員やその家族が心身ともに健康で働きがいのある日々を過ごせるようスポーツ

ジムと提携し、そのサービスを利用できるようにしております。 

・「7つの習慣」を学び続け人間関係力を向上し、「相互依存」の組織づくり 

を地域社会へも広げていきます。 

●住み続けられるまちづくりを 

・会社周辺の道路のゴミ拾い・落葉清掃・雑草除去、花壇への水やり等を実施し周辺

環境の美観の整備に努めております。 

・地域自治会の毎年行われる祭り（漫湖公園桜まつり）の協賛しております。 

●エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

・再生可能エネルギー設備・消費電力の少ない設備・断熱性の高い壁構造等を導入し

た ZEH 住宅の供給に努めます。 

●パートナーシップで目標を達成しよう 

・協力会社との関係強化を常に行い、建設技能者の教育支援などで、高品質な住環境

の供給や持続可能な経営活動を行います。 

●ジェンダー平等を実現しよう 

・産休育休取得のしやすさに努め、復帰後の働き方でも能力を活かせるよう環境整備

や支援を行います。 
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一般社団法人地球となか

よし 

 

代表理事 神谷 則子 

私たち一般社団法人地球となかよしは、地球環境の保全と利用、消費と再生とがバランス

を保ち、人と自然が共存共栄していく持続可能な地球の未来に貢献することを目指し、そう

した世界をリードしていく次世代のリーダーとなる子供達の育成をサポ 

ートしていくことを目的とした活動を行っています。 

 

その活動の一環として、持続可能な開発目標（SDGs）を推進するために、 

【ハイサイクリーン隊】を立ち上げ沖縄を拠点として 「子供達の未来にもっと美しい美ら島

を! 」を合言葉に毎週日曜日に沖縄の海をクリーンにする活動として、ビーチクリーンや 

「来た時よりも美しく」を合言葉に不定期でのビーチクリーンキャンプや地球となかよしファミ

リーキャンプを行っています。 

  

また、沖縄の素晴らしい自然に触れ一人でも多くの方に 「自然を大切にしたくなる心」を育

むきっかけとなる経験を増やし、持続可能な循環型社会の構築への意識の啓蒙となる機

会の創出として、子どもから大人までが気軽に参加できる毎週のビーチクリーンを活動に

加えて、SDGｓ目標 12、14、15 に関連するワークショップや沖縄の魅力を発信する活動も

行っています。 

 

●子どもから大人までが気軽に参加できる毎週日曜日のビーチクリーン活動   

●ビーチクリーンキャンプ   

●SDGｓ目標 12、14、15 に関連するワークショップの開催   

●米軍関係者や OIST 関係者の参加者と、環境問題を通して地元参加者との国際交流の

場作り。   

●沖縄の魅力を動画メディア等で発信する活動。 
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地区防災研究所 

（琉球大学島嶼防災研究

センター研究開発室 2） 

 

所長 

山本大樹 

当研究所では、SDGs が掲げる 17のゴールの内、第 3番目「すべての人に健康と福

祉を」第４番目「質の高い教育をみんなに」、第 11 番目「住み続けられるまちづくり」

に取り組んでいます。また、ｶｰﾄﾞｹﾞｰﾑを通じて SDGs が掲げる全てのゴールの理解と

普及に取り組んでいます。 

 

災害が発生した際、いかに災害による被害を減らすかという視点がとても重要で

す。そのためには、地域全体として災害に対する理解と共有を高める必要があります。

「災害に強いまちづくり」を目指すことが「住み続けられるまちづくり」へと繋がり

ます。また、ペットの防災に着目し、災害発生時にペットと人間がともに安全で健康

的な生活を確保できるよう研究を行っています。  

また、「SDGs とは何なのか」という基本的な考えの普及、「SDGs はなぜ必要なのか」

「SDGs でどんな変化の可能性があるのか」を体感するため、ｶｰﾄﾞｹﾞｰﾑを用いた教育

法で、小中高や専門学校、企業様等での SDGs 講座を開催しております。楽しみなが

ら SDGs について考え、 アイデアを創出し、１人 1 人のアクションにつなげる活動

をしている。  

  



おきなわ SDGs パートナーの SDGs への取り組み 

No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

168 

合 資会社  知念 海洋  

レジャーセンター 

 

代表社員 

宮里好一 

●（北部やんばる地区の世界自然遺産登録に向けての、外来植物の駆除作業、 

●地元知念地区ビーチクリーン、 

●コマカ島の環境保全、サンゴの保護などを積極的に行っている 

●自然環境の保全、サンゴの保護、育成  

●高齢者、障がいを持たれた方々にも安心、安全にマリンレジャーを楽しんで 

いただける施設としてユニバーサルデザイン化に取り組んでおります。 

●コマカ島などの無人島、ビーチのユニバーサルデザイン対応の推進  

●南城市、観光協会との連携による地域のユニバーサルデザイン化の促進  

●地元、市や観光協会との積極的連携によって地元観光資源の有効活用、 

観光コンテンツの開発に取り組む 

 

target8-5   

target11-4  

target14-1&2  

target16-1&2 

target17-17 
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独立行政法人 

中小企業基盤整備機構 

沖縄事務所 

 

所長 

越智 稔之 

中小機構は、中小企業・小規模事業者に対する多様な支援政策を全般にわたって実

施する国の機関として、SDGs の考えを尊重し、中小企業・小規模事業者の SDGs への

理解促進と趣旨に沿った事業活動への支援を通じて SDGs の達成に貢献してまいりま

す。 

 

◆中小企業 SDGs 応援宣言 

1.中小企業・小規模事業者への SDGs の普及・啓発に取り組みます。 

中小機構は、SDGs が今後の事業環境や発展の方向性を示すものとして有益であり、事

業の持続性を高めることに資するものであることを中小企業・小規模事業者に積極的

に伝えてまいります。 

2.SDGs の考えに沿った中小企業・小規模事業者の活動を支援します。 

中小機構は、実施する事業を通じて、SDGs の考え方に沿って事業の推進、改革に取り

組む中小企業・小規模事業者を支援します。 

3.中小機構自らも SDGs の考え方に沿った組織運営を行います。 

中小機構は、SDGs の考え方を尊重し、自らの組織運営においても持続可能性の向上や

職場環境の改善に取り組みます。 

 

◆中小機構の取り組み 

中小企業・小規模事業者の SDGs 推進に向けて、以下の事業を実施しております。 

 

・SDGs 相談窓口の設置 

 Tel: 06-6264-8621（平日午前 9時～午後 5時） 

経営相談チャットサービス「E-SODAN」https://bizsapo.smrj.go.jp/ 

 

・SDGs に係る支援情報の提供 

中小企業ビジネス支援サイト「J-Net21」 

https://j-net21.smrj.go.jp/special/chusho_sdgs/index.html 

 

・中小企業のための SDGs 活用ガイドブック 

https://www.smrj.go.jp/regional_hq/kinki/news/2020/favgos000001dlat.html 

 

・セミナーや人材育成に向けた研修等の開催 
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NPO Chura mura 

 

代表 町田 宗久 

沖縄の海の豊かさの象徴である絶滅危惧種のウミガメを守り、ウミガメが産卵に来る

ビーチを綺麗に保つ事で、海の豊かさや人間が自然界に与える影響を理解してもらい

環境問題について気づき、考え、行動出来る人を育てる活動を行っています。 

 

・ウミガメの産卵から孵化脱出までの保護活動。 

・海岸線のパトロールを通して適正な海岸利用の促進  

（BBQ 禁止区域での指導・海岸線での直火行為の指摘など）。 

・地域コミニティーへのウミガメ保護に関する講演会活動。 

・定期的なビーチクリーン活動。 

・米軍関係者への参加を呼びかけ環境問題を通して地元参加者との平和的な  

交流を図る。 

・主に SDGs 目標 5・11〜17 の達成を目指す。 
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ちゅらら工房株式会社 

 

代表取締役 

具志 直人 

●住み続けられるまちづくりを 

超耐久塗料を使用し、長く住み続けられる建物を確保。 

屋根遮熱塗装を行い、消費電力を抑え省エネに貢献。 

西原町社会福協議会「地域見守り隊」へ加入（平成 29 年 12 月締結）し、安心安全に

暮らせる地域作りに積極的に取り組む。 

 

●貧困をなくそう・飢餓をゼロに 

困窮する子どもたちへ弁当を届ける「にしはらこども宅食かなまる便」への寄付。 

 

●すべての人に健康と福祉を 

子どもの健康保持増進のため、夏休み期間中子ども会朝のラジオ体操の実施。 

赤十字活動資金の寄付。 

 

●質の高い教育をみんなに・働きがいも経済成長も 

従業員のスキルアップのための勉強会実施や、講習会への参加。 

資格取得にかかる費用の負担。 
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株式会社ディアーリュウキ

ュウ 

代表取締役 森野由美 

①海の豊かさを守ろう。陸の豊かさも守ろう。 

沖縄の海・サンゴ礁・環境整備活動・ウミガメの保護活動などの為に売上金の一部で団体

様や NPO 法人様等を支援しています。 

 

②産業と技術革新の基盤をつくろう 

沖縄県産品にこだわり、沖縄の大自然を感じられる商品を作り、沖縄の魅力を世界中にア

ピールします。 

外国産土産品が氾濫する中で沖縄産製品が普及してゆけるよう呼びかけを行います。 

お客様のニーズに的確に対応できる商品を開発し、メイドイン沖縄のブランドを確立しま

す。 

 

③質の高い教育をみんなに 

ガラスアクセサリーのものづくり体験・スクールを開設し、観光客や県内客にものづくりの楽

しさや技術を提供。 

会社や学校・団体からの依頼で出張ものづくり講習会を行います。 

 

④働き甲斐も経済成長も 

健康に生活し、スキルアップしながら仕事できる、働きやすい職場づくりを行っています。 

 

⑤パートナーシップで目標達成をしよう 

SDGs に取り組み 1～17 のゴール達成に貢献している企業と取引をしていきます。 

 

⑥活動内容を発信し、SDGs の普及に努める 

上記活動を SDGs のアイコン等を弊社 web 等で拡散し、沖縄県内の SDGs の認知度

を上 げていきます。 
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TNO コンセプト株式会社 

本気でペイント事業部 

 

代表取締役 

玉城 秀聡 

【水資源の保護】 

・塗料の洗い水や残料は濾過装置を導入し分離処理を行い廃棄することにより沖縄

の水資源を守っていく。 

・建物の洗浄の際、止水弁付きの貯水槽を使用し節水に努める。 

 

【持続可能な住まいの確保】 

・「住み続けられる街づくりを」という目標達成への貢献は最重要の責任と考え、全

ての人が安全で暮らしやすく環境負荷の少ない街づくり、住まいづくりを推進。 

・沖縄の厳しい自然環境に耐えうる耐候性の高い塗料を使用する事で建物を長持ち

させ、持続可能な住居の確保に貢献していく。その結果、取り壊しの件数を減らす事

ができ、廃棄物の発生を軽減させる。 

・街や住まいを彩る企業としての責任を自覚し、既存建物の再生を推進。 

主として使用していた油性塗料から水溶性塗料へ移行。水溶性の塗料を使う事で大気

中への VOC（揮発性有害化合物）の飛散量を大幅に削減し、健康被害を無くす。 
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174 
合同会社 Tiruru 物産 

代表社員 兼次賢一 

この度のコロナ感染の現象は、人の食を通して免疫力の強化が問われている学習だと認

識しています。弊社は沖縄の農水産物に特化し、安心・安全・健康をテーマにしてます。沖

縄の農水産物に生体融合型光触媒を添加して六次化に商品開発や農水産物のコンサル

を主としています。 

又海の汚染の原因の一つであります、陸地から人口汚染（生活排水、雑排水、農薬など）

を生体融合型光触媒を混ぜて排水することによって、河川を浄化するので、この溶剤の添

加、洗剤を開発、商品化（生体光触媒を用いた添加することによって、活性酸素を発生させ

有機物（人に害する物）を分解する効果を活用し商品化、普及広報活動と啓蒙運動を展開

する）。 

 

●農産物に生体融合型光触媒や EM 有用微生物（その他の有用微生物） 

など、、安心、安全、オーガニック栽培や六次化の商品を開発する。 

 

●子ども達の学校給食の脱 小麦粉、グラニュー糖、牛乳の代替物での商品化を目指す。 

 

●地球・海のサンゴは二酸化炭素を酸素変換している。地珠全体の 30％～40％供給して

いるサンゴを一般社団法人 海の森サンゴ再生法人と連携、一緒にサンゴ再生の移植活

動と啓蒙活動を普及する。 
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175 
合同会社 denen おきなわ 

代表社員 三沢陽子 

 

令和２年３月に創立して以来、当社は一貫してＳＤＧｓに取り組んできました。 

 

①沖縄県慣行栽培基準に対して農薬及び化学肥料の使用を削減しているカラベジファー

マーが育成した野菜を積極的に入荷しています。 

【12.つくる責任つかう責任】 

・農業生産における農薬使用量の削減、安全性の高い資材や、有機質資材の使用を推奨

しています。 

【13 気候変動に具体的な対策を】 

・二酸化炭素排出低減の取組みとして、窒素肥料の低減、化石燃料から再生エネルギー

の転換を進めています。 

・石油由来の農業資材の使用削減に取り組んでいます。 

 

②地域農家からの仕入価格を安定させ、農業者所得の安定化に貢献しています。 

【８.働きがいも経済成長も】 

・自社従業員の継続雇用のほか、地域農家の所得向上に努めた所得の配分に努めていま

す。 

 

③海への土壌汚染防止対策としてペチパー植物を活用した土壌流出防止を支援していま

す。 

【14.海の豊かさを守ろう】 

・神への土汚染防止策としてペチパー植物の活用を推進しています。 

【15.陸の豊かさも守ろう】 

・健全な土壌の保全、地下水や河川の汚染対策、農業資材ゴミの削減を推進しています。 

・地域の動植物保全に取り組んでいます。 
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176 

株式会社テラ・ウェブクリ

エイト 

代表取締役 寺田 克彦 

私たち株式会社テラ・ウェブクリエイトは、最先端の IT 事業活動を行いつつ、毎週全社員で

作業する自然の循環畑での身体経験を軸にした循環経営を実践しております。ヒエラルキ

ー型の経営ではなく、一人ひとりが経営者という自覚を持ち、働き甲斐のある会社を目指し

ます。 

 

●「働きがいも経済成長も」 

循環ホラクラシー経営を実践し、新しい働き方の県内のモデルケースを目指します。 

●住み続けられるまちづくりを 

「半農・半 IT」を掲げ、IT の恩恵を享受しながら、自然の中での営みを忘れず、バランスの

取れたライフスタイルを実現することにより、地域経済の活性化に貢献致します。 

●「質の高い教育をみんなに」 

長年にわたり、国際協力 NGO 団体を通じて開発途上国へのチャイルド・スポンサーシップ

を行っております。 

今後も寄付を通じて世界から貧困がなくなるよう継続していきます。 

IT の知識を生かし、次世代を担う子供たちに対し、無料のプログラミング教室を開催する予

定です。 

●「平和と公正を全ての人に」 

男女比率 1：1、ワーキングマザー、ひとり親世帯や外国にルーツを持つ方など多様な人材

を採用し、リモートワークや時短勤務など、それぞれのライフスタイルに合わせた働き方を

推進します。 
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177 

株式会社 照屋土建 

 

代表取締役社長 

照屋 正人 

株式会社照屋土建は「社員の教育に重点をおき社員一同一丸となって地域発展に貢献

し企業の繁栄を通じて社会に奉仕する」という会社方針のもと、以下の内容に積極的

に取り組んでいます。 

 

●建設工事に関する取り組み 

建設工事での赤土等流出防止対策や解体工事でのアスベストの適正な処理を徹底

する。また、低燃費型の建設機械の導入、カーボンオフセット制度の利用に積極的に

行い、環境負荷の低減に努めます。 

 

●働き方に関する取り組み 

働き方改革や女性活躍を推進し、また外国人実習生を積極的に受け入れ、技術支援

を通してコミュニケーションを図り、年齢、性別、国籍を問わないすべての人が働き

やすく、やりがいのある職場づくりを目指します。 

 

●リサイクルへの取り組み 

建設工事から排出される廃コンクリートを破砕・リサイクルし再生路盤材として再

利用している。また、樹木類を破砕してチップ化し、堆肥の原料として利用するなど、

資源循環型社会への貢献に取り組みます。 
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178 

株式会社桃原農園 

 

代表取締役 

尚 厚 

●社員が自信の持てる職場環境づくり 

・会社が試験料の負担や資格手当を支給し、社員の資格取得を推進しています。 

・同業者への研修派遣の実施を行い、常に技術と専門知識のレベルアップを図ること

で、社員の自信に繋がり、より質の高いパフォーマンスを提供しています。 

●オリジナル紙袋の制作 

・フラワーショップ店舗にてオリジナル紙袋を制作。デザイン性のある紙袋で何度で

も使いたくなる紙袋へと改善し、ゴミの削減、ビニール袋の使用削減に取り組んで

います。 

●「緑化」を通して「平和」について考える 

・毎年慰霊の日に「平和の木」活動を実施しています。 

 地域の小学校や施設に植物を設置。「緑化」を通して、平和について考える平和  

教育の機会を提供しています。 

●沖縄の伝統工芸作家とのコラボレーション 

・フラワーショップにおいて、花を生ける花器に琉球ガラス等の工芸品を使用し、 

沖縄の伝統工芸品のＰＲに貢献しています。 
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179 

當山孝祥 税理士事務所 

 

代表 

當山 孝祥 

1.中小企業の経営力強化 

沖縄県の中小企業が抱えている経営課題をともに解決し、活性化させることで、沖縄

の経済発展に寄与し、県民にとっても住みよいまちづくりを実現します。 

 

２．税金や経営に関するセミナーの開催 

小中学生を対象とした租税教室や、企業向けの経営力向上セミナーの実施等、質の高

い教育を提供し、経済や経営への意識醸成、平等な知識の提供を実現します。 

 

３．DX による業務効率化で働き方改革・環境への配慮を実現 

DX 化の推進により、在宅ワークも可能な環境を整備し、従業員に合わせた柔軟な職場

環境を実現します。 

さらに、従業員の移動減少による排ガスの抑制、無駄な時間の削減や、ペーパースト

ックレスによる紙資源の無駄使いを無くすことで、有限資源の有効活用に配慮しま

す。 

 

４．ビジネスネットワークの拡大支援 

お客様の経営課題に対し、士業間や顧問先等、幅広いネットワークを駆使して解決し

ます。 
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180 

株式会社東洋企画印刷 

 

代表取締役社長 

大城 孝 

●環境にやさしい印刷への取り組み 

 環境にやさしい印刷工程を経て作られた印刷物であるということを示す、E3PA(環

境保護印刷推進協議会)推進のクリオネマークを取得。最高ステータスのゴールド

プラスの認証・運営を行っています。資源を有効活用するとともに、リサイクルを

進めて廃棄物削減に取り組んでいます。 

・製版工程において、現像液や定着液の処理に対し、排水・廃液を出さない取り組み

を行っています。 

・印刷工程において、湿し水濾過装置を使用して廃液量を削減しています。 

・大気汚染の原因となる揮発性有機化合物を含まない、ノン VOC インキ（石油系有機

溶剤０％）を積極的に使用。 

世界的に主流となりつつある「LED-UV」印刷方式を県内で初導入しました。従来型の

ランプ式 UV システムに比べ、大きく 3 つの面（ランプから発生するオゾン、高熱

の赤外線、大量の電力消費）を抑制。CO2 削減などの環境負荷の低減に向けた次世

代印刷システムに取り組んでいます。 

●持続可能かつ近代的なエネルギーへの切り替え 

 高効率 LED 照明化を促進することによりエネルギー効率の改善に取り組んでいま

す。事業活動の CO2 排出削減を通して、環境負荷軽減による製品の提供を行い、経

済・社会へのバランスの取れた活動を行います。 

●健康経営への取り組み 

 社会的規範となる企業の運営・組織づくりを目指し、従業員の完全雇用及び健康支

援の制度確立を行い、働きがいのある職場環境を整えています。 

●教育機会の提供 

 沖縄における学力向上に資することを目的に、自社の推薦する教育図書の学校図書

館などへの寄贈により、教育普及活動の推進を図っています。 

●国際交流の推進・地域社会の発展を担う人材の育成 

 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性

化する目的で国際交流の推進（外国人のインターンシップ受け入れ）に取り組んで

います。毎年、県内の学生を対象に企業実習生の受け入れを行い、学生の職業意識

の高まりと社会性の醸成・育成の推進に取り組んでいます。 
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181 

株式会社 都市建築設計 

 

代表取締役 野原 勉 

 弊社は 「設計」を通して、地域の安心で安全、人・環境にやさしい街づくりに貢
献します。弊社の様々な活動が「沖縄県の２１世紀ビジョン」の基本理念と SDGs 取
り組みに準じるものであります。 
 常に変わり続ける社会環境や地域社会の幅広いニーズに応えるため、新しい知識・
技術を探求し地域社会に発信続けます。 
■社員が働きやすい健康的な職場環境作り 
・積極的な女性社員の採用を行い、更に意欲ある人材を評価し採用を行い女性技術

社員の比率は 36％を維持しています 
・雇用条件で、産休・育休・育児中の時短勤務はもちろんのこと、社会環境、各個

人の状況に応じて「リモート勤務」を積極的に取り入れております。 
・社員の食生活に良好な環境として、「社員食堂」を設置して専任の栄養士（コック）

を採用して、バランスの良い食事の提供やスポーツジムと提携し健康推進を図っ
ております。 

・設計業務は長時間同じ姿勢での行うため、より健康に働くために、「電動上下昇降
デスク」を採用、一人ひとりにフィットした環境を作り出すことで「健康促進」
「生産性向上」に貢献します 

・自然を感じる設計心を育むよう、又は社員家族の余暇を楽しむため「やんばるの
山に保養施設」を設けて、社員誰もが利用でき、家族・友人と自然を感じながら
コミュニケーションを図れる 

■効率的な３DCAD の導入によりプレゼン能力の向上を図るとともに、若手社員への
教育の推進 
・設計事務所として新しい３DCAD を導入して、専門セミナー、講習会・社内勉強

会に参加をして新たな技術者の育成を行っています。  
・資格取得支援、手当を支給し経済的支援を行います。 
・インターンシップを積極的に受け入れして、仕事に対して自身の適性を知る機
会の提供を行い、性別・年齢や経験を問わない意欲ある人材の活用促進を行って
います。 

■環境にやさしく、地域コミュニティーへの貢献 
・設計に於いて、良好な景観、LCC の追求を配慮し、変化する社会利便への順応性

に配慮する。 
・就業前の事務所前の清掃・道路花壇への水やり、積極的な挨拶を率先しています。 
・地域自治会の毎年行われる祭り（漫湖公園桜まつり）の協賛しております。 

■公民連携事業（PPP・PFI）公共事業へ民間チームでの積極的参加 
・公共団体の事業計画に民間事業所として民間チームを作り、設計の立場でその役

割を SDGs に準じた提案に貢献する。 
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182 

㈱トマス技術研究所 

代表取締役 

福富 健仁 

我が社の使命「技術を通じて地球環境の改善」のために持続可能な社会にむけて新技術

の開発にたゆまず取り組んでおります。 

 

・焼却排熱利用による給湯・温風・蒸気・発電装置の開発(サーマルリサイクル)により、クリ

ーンなエネルギーを創造する。 

 

・沖縄発のものづくりを促進させ地域ブランドの形成。 

 自社開発製品を県外・海外へ数多く販売する事により、その製造を県内製造工場に委託

製造することで県内の製造業の活性化及び、沖縄県の自立型経済構築。 

 

・学生(小学生～大学生)に対して、学ぶことの大切さ、社会に出て働く・社会の一員になる

事についての大切さ、働く事のやりがい・生きがい、についてセミナーを通して育成。 

 

・沖縄の技術者独自の研究開発・技術開発・製品開発を促進させ、沖縄県内の科学技術

の振興と知的産業クラスターの形成。 

 

・沖縄発のものづくり製品をもって海外、特に沖縄と似た東南アジア等の島嶼地域の環境

問題を解決する事により、沖縄独自の国際協力・貢献活動の推進。 

 

・マイクロプラスチック問題解決の為の製品開発 

 

・自然環境の保護、廃棄物適正処理時の排熱利用(循環型社会、低炭素) 

 

・米軍基地の基地内廃棄物適正処理への貢献 

 

・焼却排熱利用による給湯・温風・蒸気・発電装置の開発(サーマルリサイクル)により温室

効果ガスを削減し、地球温暖化防止対策に貢献する。 

 

・ビーチクリーン活動 

地域のビーチクリーン活動へ弊社製品(小型焼却炉チリメーサー)を持参し、ビーチで拾った

ゴミをその場で適正処理し、ゴミの減量化にも貢献。 
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豊見城市豊崎子ども会 

 

代表 小原浩司 

 

私たちは「地域の子どもは地域で育てる」をスローガンに 10 年、20 年後に今の子ど

も達が今より良い生活や人と人の絆が育まれるような地域を目指して地道な活動を

しています。活動を通じ地域は元より市、県、と活動を共有し県外や世界に発信し沖

縄の豊かな自然環境や歴史や文化の保存普及への理解や協力を求めています。そして

今、持続可能な地域社会の発展に貢献する取組みを推進し SDGs 目標に貢献し以下を

実践しております。 

 

 

【サンゴ苗の植付け】 

8年前から子ども達と一緒に島のゴミ拾いや清掃とサンゴの苗を海に植え付ける活動

を行っています。サンゴが生育できるきれいな海を保全する体験を通じて次世代を担

う子供達に自然の大切さや環境保全を継承しています。 

 

 

【リサイクル活動】 

月一回、トラックでアルミ缶とペットボトルキャップの回収を行っています。アルミ

缶は活動資金に、ボトルキャップは世界の難民や貧困の子ども達への命の救済として

ポリオワクチン等の接種費用にリサイクルして活用しています。また、スーパー等に

ボトルキャップ回収 BOX を設置させてもらい、定期的に回収を行っています。 ボト

ルキャップは通常燃えるごみとして焼却されるため回収しリサイクルする事でプラ

スティックゴミから排出される CO2 削減につながります。有識者からの講演会を開き

『1人ひとりの行動が未来につながる』普及活動を行い、ゴミの分別の大切さを子ど

も達と学んでいます。 
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184 

トヨタホーム東京 

株式会社 

 

代表取締役 

井上 正宏 

弊社は移築可能な建築物であるモジュールユニットの技術開発、生産、建築工事を行

うことによりおきなわ SDGｓに取組みます。 

 

□技術革新による地球温暖化、自然環境対策 

建築物や工作物のライフサイクル（計画⇒施工⇒改修⇒解体）全体において、資

源・エネルギーの使用・消費、温室効果ガスや建設廃棄物の排出等により、多大な

環境負荷を発生させている建築物の再利用により施工・解体を削減することで将

来的に環境負荷を大幅に削減することが可能とします。建築工事の約 85％を工場

で施し現地へ運び、現場工事はユニットの緊結のみ。 

同工法にて石垣市で移築(リユース)実績もあります。 

 

□低酸素まちづくりと住み続けるまちづくり整備 

移築で構造物をリユースすることで、 

解体工事不要による廃棄物の大幅な削減と、建設工事自体を最小限に抑えること

で低炭素の実現につなげる。 

労務数も抑えることができ、工場で 85％製造してくることから職人さん不足が目

立つ離島に建築することで、離島における定住条件の整備にも役立ちたい。 

 

□地域貢献・地域活性化 

市町村とパートナーとなり公営住宅をユニット工法で建築することで、エコで定

住環境も促進できる構造物として協業していきたい。（北大東島村営住宅建築実績

あり） 
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No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

185 

株式会社トラステック 

 

代表取締役社長 

渡慶次 勝 

弊社は主に公共施設を運営管理しております。公共施設は、たくさんの人々が訪れる機会

が多いため、SDGs に関する学習や取り組みを発信できる場所でもあります。公共施設を

効果的に使い SDGs の輪を広めていく取り組みを推進してまいります。 

【健康と長寿を取り戻す】 

子どもから成人・高齢者向けの体力作り、健康増進の機会を作る教室等のイベントを企

画・開催しており、たくさんの人の健康作りに貢献できるよう取り組んでいます。 

【老若男女問わず学習できる】 

酵素作り・英会話教室・炊き出し体験会など、年齢問わず誰でも学べる生涯学習企画を開

催しており、「学ぶ」を見て・触れて・体験して・行動する事でより貴重な経験が得られる子ど

もキャンプ・野外体験活動にも取り組んでいます。 

【公平・公正・平等な会社の形成】 

男性も女性も共に活躍できる職場環境にするため、ワークライフバランス（育児休暇・短時

間勤務制度・年休消化率の向上・同一労働同一賃金・テレワーク等）の取り組みを積極的

に行っており、女性が活躍できる場を設け、管理職の登用も増えています。 

【公共施設の長寿命化計画・施設利用者への安全・安心の確保】 

施設で使用されていた照明の水銀灯を LED 化にすることで電力使用の抑制や CO2 削減

に繋がっています。また施設を安全、安心、清潔で快適な場所を提供するため従業員一人

ひとりが、常に周辺地域のハザードチェック、施設整備を行い誰もが楽しめる 空間づくりを

行っております。 

【剪定木、枯葉の再利用及び不法投棄の適切な処理と対応】 

施設からでた剪定木・枯葉・落葉等は細かくチップ又は細断したものを集め、腐葉土にした

後に無料で利用者へ配布を行っています。また、施設内にでた不法投棄物は仕分けを行

い、産業廃棄物として適切に処理を行い、巡回を増やし、防犯カメラを設置し不法投棄ゼロ

を目標にしています。 

【害虫・外来種の駆除及びクリーンアップ】 

当社は地域周辺の生態系が崩れないよう害虫、外来種の駆除を徹底的に行っています。

また、地域住民と協力しゴミ拾いの清掃活動等を行っています。 
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186 

（株）酉島製作所 

沖縄営業所 

所長 松田順 

当社は、ポンプの製造・販売・施工・メンテナンスを行う会社です。ポンプは、上下水道を

はじめ、発電所や工場など水を必要とする全ての場所にある身近で、社会基盤を支える機

械です。 

当社では、最先端の高効率ポンプの製造及び販売を通して、消費エネルギーの削減並

びに CO2 排出低減に取り組んでおります。また、すでに設置頂いているポンプ能力を現状

の運転条件に合わせ最適化する提案活動も行っております。 

これらの活動を通し、沖縄県経済の活性化と環境負荷低減に取り組んでいくと共に、沖

縄 21 世紀ビジョンに掲げられている「自然と歴史、伝統、文化を大切にする島」を築くべく、

沖縄の豊かな自然の保護に貢献して致します。 
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187 

仲間郁代建築設計事務所

株式会社 

 

代表者 

仲間郁代 

沖縄の建築設計事務所として、気候風土にあった設計に取り組み、省エネ、豊かな生

活、慣習文化の継承に取り組んでいます。 

 

沖縄文化のデザインランゲージを明確にし、消えつつある建材や伝統的間取りを踏襲

することで昔からの知恵、文化を守り更新し風景を紡ぐ事を目指しています。 

 

プラスチックを利用する建材の見直し、廃棄型枠材の再利用、再生コンクリートの利

用、ライフサイクルコストの低減を通して生涯価値の高い建築を実現します。 
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No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

188 
株式会社ナギ 

稲村 雅司 

・グリーンフィンズの行動指針を取り入れサンゴへの負荷を少なくし持続可能な観光を目指

しています。自治体・漁協・ダイビング協会と協力し養殖サンゴの植え付け、海洋ゴミ・漂着

ゴミの回収。自社ツアー参加者と共にリーンナップ活動をおこなっております。また赤土流

出を防ぐグリーンベルトの植え付けをおこなっています。ダイビング協会を通してインストラ

クターへの安全講習会を開催・グリーンフィンズ周知をおこなっております。ダイビング・マリ

ン業界で、ダイビングインストラクターが働く環境を改善を目標に恩納村ダイビング協会・一

般社団法人沖縄マリンレジャーセイフティービューロー様が進める「SDO セイフティ･ダイビ

ング･オキナワ」の取り組みに賛同し協力しています。国内外から人材を雇用し相互理解・

協力体制をとり次世代に繋がる持続可能性を養います。自治体・漁協・観光協会・ダイビン

グ協会・地域との連携を深め目標達成を目指します。 
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No. 団体名・代表者名 SDGs への具体的な取り組み 関連するゴール 

189 

株式会社ナハビューティ

ーワークス 

代表取締役：黒澤瑶子 

株式会社ミラクトロンが提供する世界初の空気還元と空間清浄のコーティング「ミラクトロ

ン」は、天井壁、ガラス、カーテン、布地、家具などに塗布することにより、抗菌、抗ウイル

ス、防カビ、静電気防止、co2 削減、省エネ、悪臭分解などの効果を発揮する。 

株式会ミラクトロン正規代理店の株式会社ＧＯＯＤＰＬＵＣＫ 

沖縄支社でもある株式会社ナハビューティーワークス代表取締役の黒澤瑶子は沖縄担

当広報大臣として、各企業や団体・個人へ 

向けて広報活動及び施工の実施を開始しております。 

 

【沖縄の海をキレイにする具体的な取り組み】 

・ミラクトロンを船や配管などに施工することで 

海や配管を通過する水をイオン化して海洋を元の状態に近づける（海がきれいになると

魚も元気になりその魚を食する人の体にも良い影響が出る） 

・車に施工する 

燃費が良いだけでなく、co2 削減と、車の錆や劣化防止になる。 

また運転する人の疲れを軽減する。 

 

【実績と今後の実施予定】 

・個人宅への施工（月に 3、4 件ペース） 

・高齢者施設や幼稚園、病院、飲食店などへのモニター実施予定 

 

【ミラクトロンが目指すゴール】 

・持続可能な循環社会の構築 

・マイナスイオン空間に還元 

・世界初のマイナスエレクトロンの力による空気還元と空間清浄の提供 

・美しい沖縄の島の海と自然とそこに生きるすべての命を守るためにミラクトロンを通して

電子のバランスを整え人工的に破壊されつつあるものを本来あるべき状態に戻し、劣化

を遅らせる。 

・沖縄の地場産業とのコラボ企画や連携 
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190 

株式会社 

ナチュラルブルー 

 

代表取締役 星原貴保 

持続可能な海洋観光の普及活動 

より多くの人に自然の素晴らしさ伝える海洋観光を実施。多言語対応により外国人の

受け入れ、バリアフリー対応により障がい者受け入れ、ダイビングのオンラインツア

ーにより、高齢者など福祉施設の方へも持続可能な海の環境作りを伝えるツアーを実

施。人や国など不平等なく、誰一人も取り残すことなく福祉や健康を加味するような

ツアーの提供に努めます。 

 

環境教育普及啓蒙活動 

地域の子供達に学校などと連携して出張授業や職場体験を実施したり、地域の方たち

と連携してお祭り活動や子供会などでビーチクリーンイベントやサンゴの海の観察

会を実施、サンゴの生態系や海洋プラスチック問題や未来の海の観光についてなどに

ついてのセミナーやシンポジウムのスピーカー、講習会の講師等も務める。海の自然

に直接触れ体験し、サンゴの海の重要性を学んでもらいます。体験格差をなくし地域

の子供たちの海に対しての知識と意識の向上に努めます。 

 

自然環境の保全活動 

サンゴの植え付け活動やグリーンベルト活動、水中清掃、ビーチクリーン活動など実

施し、サンゴに優しい日焼け止めの使用の推奨するなど、多くの人と連携をして持続

可能な沖縄のきれいな海の環境作りに貢献します。 

 

持続可能な指導者の育成 

大学や専門学校の講師を務め、地域社会と自然環境と共存するためのかかわり方を熟

知し専門的な知識で地域と連携して活動を引率指導していけるようなリーダーの育

成、持続可能な社会の構築に貢献します。 

 

働きやすく、働き甲斐のある環境作り 

国籍を問わない、性別も問わないように人材の活用促進 。時差出勤やテレワークの

積極活用による、働き方改革の促進。産休や育休制度も取り入れ、資格習得支援制度

も取り入れ 

従業員のやりがいを作るような環境作りに努めます。 
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191 

有限会社南光電気設備 

 

代表取締役  

座喜味 蔡光 

弊社では「お客様･社員･会社が共に笑顔を共有できる会社であり続ける･･･｡」を 

モットーに社員ひとり一人が､やりがいと誇りの持てる職場作りを目指すと共に､ 

沖縄市電業会や地域住民と連携し､SDGs への取組を行っております。 

 

 

■経済 

  ・建設現場は電気工事だけではなく､工事に関わる各業種との調整や協力の上で成

り立ちます。お互いが気持ちよく仕事ができるよう､コミュニケーションをとっ

て､１つの建物を他社と協力しながら良い建物となるよう心がけています。 

  ・社員のスキルアップとしては､教育訓練や自己の職業能力開発に取組めるように

支援し､ひとり１人の能力を十分発揮できる職場環境につとめています。 

 

■社会 

・同業種と共に毎年８月の電気安全月間には､地域の独居老人又は高齢者夫婦のご

自宅へ訪問し､無償で電気修繕を行うことにより､高齢者も安心して住みやすい

町づくりに努めています。 

・弊社と地域自治体と防災協定を締結し､平時には地域の皆さまと防災訓練を行

い､自助や共助の意識を醸成する事により､安心かつ強靭な地域作りを目指して

います。 

 

■環境 

   ・弊社では一般社団法人ＪＢＲＣへの排出協力事業者へ登録する事により､ 

ニカド電池､ニッケル水素電池､リチウムイオン電池などの小型充電式電池の処

分を､どなたでも無償で受け入れることでリサイクルの向上に努めています。   

・工事で使用する資材はできる限り最小限にし､ゴミの減量化に努めると共に､環

境リサイクルの観点から全社員が３Ｒ活動を実施する事で､持続可能な生産消

費形態を確保しています。 
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192 

株式会社ナンポー 

 

代表取締役 安里睦子 

【社内での取り組み】 

・商品包装を見直し順次環境に配慮した素材を使用していきます。 

・教育の機会をなくさぬよう、一人親世帯の社員に対して入学準備支援金制度を用意 

しています。 

・体格などの個人差、ジェンダーの違いによる労働環境に差が出ないよう社内の環境 

を整備しています。 

・菓子製造業として「食の安心・安全のため異物混入の防止」に責任を持ち、徹底い 

たします。また、食品ロスを減らす努力をしています。 

・食育に活用できる商品の開発を開発していきます。また食育に役立てるよう体験学

習を受け入れています。 

【パートナーとの連携】 

・自社バイオ研究所で紅芋のバイオ苗を栽培し、提携農家に無償提供することで、 

生産者をバックアップしております。 

・地元生産品を取り扱うことで、農家の収入安定化をお手伝いしています。 

・地域活性化を考え、県産素材にこだわり商品作りを行っています。 

・弊社製造時に使用する地元生産の農作物を、商品を通して紹介しています。 
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193 
南洋土建株式会社 

代表取締役 玉城 常二 

●CO2 の排出削減(J-クレジット制度による CO2 のカーボンオフセット) 

工事に使用する機械の稼働や作業員及び職員の通勤車両の走行に伴い排出された CO2

のカーボンオフセットを実施した事による CO2 の排出削減、サンゴ礁の保全に取り組んで

います。また、社内の蛍光灯を LED 照明に交換したことで省エネにつながりました。 

 

●働き方改革 

働きやすい環境づくりのため、誕生日休暇制度、連続休暇制度を取り入れており、社員の

リフレッシュ・自己のスキルアップなどに利用できるよう、掲示板等で社内に周知をし、有給

取得率の向上、男女問わず育休制度の積極的利用などワーク・ライフ・バランスの実現を

目指しています。 

 

●人材育成 

社員のスキルアップのため、資格取得支援・研修会等への参加、生涯現役スキル活用型

雇用推進事業(ペア就労)による高齢者から若年者への知識・技術の承継などの若年人材

育成にも取り組んでいます。 
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日本環境エネルギー 

株式会社 

 

 

代表取締役社長 

渡部 雅孝 

 

 

 

LED 照明販売・施工及び太陽光発電装置の販売・施工により企業の電力エネルギー削

減に寄与することで Co2 削減を推進する提案と普及に努める。 

・低炭素島しょ社会の実現 

・地域特性に応じた生活基盤の充実・強化 

・地域を支える中小企業等の振興 

・自然環境の保全 
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日本赤十字社 

沖縄県支部 

 

支部長 

玉城 デニー 

国際活動：世界各地で起こる紛争や災害で支援を必要とする人々の為の救援等 

 

 

 

国内災害救護：地震等の災害が発生した際に被災地に救護班を派遣し医療救護活動等

を実施します。 

 

医療事業：地域災害拠点病院、地域医療支援病院等として地域医療を担っています。 

 

 

看護師等養成：日本赤十字九州国際看護大学に赤十字特別推薦で入学する学生に奨学

金を貸与し、広く社会に貢献できる人材の育成を行っています。 

 

 

血液事業：輸血を必要としている方々の為、献血者の受入を行い、24 時間 365 日医療

機関へ血液を供給します。 

 

社会福祉事業：地域間交流、世代間交流、施設間交流を図り、繋がりを大切にした取

組みを行っています。 

 

 

救急法等講習：けがを負った人の手当や事故防止に必要な知識・技術を各種講習会で

普及しています。 

 

ボランティア：赤十字理念に賛同頂いている個人・法人によるボランティア活動を行

っています。 
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株式会社 日本ユニテッ

ク 

 

代表取締役社長 

安里 盛一 

●食材廃棄削減及び栄養価の高い食事の提供への取り組み。 

病院、福祉施設給食にて郷土料理や地産地消を積極的に献立に取り組み、高齢者でも

食べやすい献立を作成しています。 

また、保育給食では食育を考え子供の咀嚼、嚥下の強化を図る献立を作成しています。 

学校給食では食材サンプルを掲示し食に対する関心が高まるよう取り組みをするほ

か社員食堂についてはご飯量を選択制にしカロリー表示を行い完食出来る様取り組

みを行い食材廃棄が出ないよう努めています。 

 

●県産野菜の積極的な使用。 

地産地消を推進しており県内農家様との契約を積極的に納品しています。 

 

●各個人のスキルアップ支援への取り組み。 

弊社配送員への運転講習会の開催及び弊社職員への調理師資格支援及び各種資格支

援の取り組み。また、スキルアップを図る為、各種勉強会の開催。 

 

●児童を対象とした教育支援。 

弊社、加入団体 「公益社団法人 日本給食サービス協会」が開催する小学生を対象

とした「心に残る給食の思い出」作文コンクールを各市町村へ推進活動の取り組み。 

 

●女性の管理職を推進。 

 

 

●障害者雇用の推進。 

特別支援学校との連携を図り、職業実習及び採用の強化。 

 

●食材廃棄ロス及び産廃ごみの削減への取り組み。 

カット野菜工場を設立したことで青果の歩留まりを減らすことが出来ています。 
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株式会社ニライパートナ

ーズ 

 

代表取締役 

山口 敦史 

1.中小企業の経営力強化 

沖縄県の中小企業が抱えている経営課題をともに解決し、活性化させることで、沖縄

の経済発展に寄与します。 

また、現場に即した業務の効率化を推進し、より付加価値の高い商品・サービスを提

供する企業を増やすことで、県民にとっても住みよい街づくりを実現します。 

 

２．社内・社外へ経営の知識・情報発信 

お客様、社員に対し、SNS やセミナー、研修等により、社内・社外に経営に関する質

の高い情報を発信します。 

 

３．DX による業務効率化で働き方改革・環境への配慮を実現 

DX 化の推進により、在宅ワークも可能な環境を整備し、従業員に合わせた柔軟な職場

環境を実現します。 

さらに、従業員の移動減少による排ガスの抑制、無駄な時間の削減や、ペーパースト

ックレスによる紙資源の無駄使いを無くすことで、有限資源の有効活用に配慮しま

す。 

お客様に対しても DX 化を推進し、生産性向上のサポートを行います。 

 

４．ビジネスネットワークの拡大支援 

お客様の経営課題に対し、幅広いネットワークを駆使して解決します。 
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株式会社 NextStage 

 

代表取締役 

古我知 亮 

 弊社は、スマートフォンアプリ・ＥＣサイトを使用した、食品ロス削減・低価格フ

ードシェアリングサービス「ＲｅＲｅまる（りりまる）」の企画・開発・展開を通じ

て、特に、「1.貧困をなくそう」、「7.エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」、「10.

人や国の不平等をなくそう」、「12.つくる責任つかう責任」、「13.気候変動に具体的な

対策を」の 5項目について重点的に取り組んでいます。  

 

～ＲｅＲｅまる～名前の由来 

Ｒｅｌａｔｉｏｎ（リレーション）－相互の関わり、繋がりを築く。 

Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）－製品製造時の資源量・廃棄物の発生を少なくする。 

ゆいまーる －沖縄特有の相互扶助・助け合いの精神。 

 

「ＲｅＲｅまる」を展開することにより、本来食品ロスとなる商品を廃棄前にＥＣサ

イト上に掲載し、その商品を必要とする消費者とマッチングすることで、廃棄量・廃

棄費用の削減効果が見込まれ、同時に廃棄物処理時に排出する二酸化炭素削減効果も

見込めることは、クリーンな循環型社会を形成することに貢献できると考えていま

す。（７・１２・１３） 

 

また、一方では余り過ぎ、一方では不足している状況を調整し、廃棄される前に商

品を低価格で提供する仕組みを構築することにより、低所得者層を含むより広い所得

層の消費者に商品が行き届く効果が見込まれます。これにより弊社は、子どもの貧困

率を少しでも減少させることが出来るよう、自分たちの手の届くところから、地域社

会に貢献することができると考えています。（１・１０） 

 

 更には、商品提供を依頼する加盟店を、食品小売店・飲食店・食品加工業者・地元

農家・地元漁業者等、幅広く地域の食に関連する事業者とすることで地域事業者間の

連携に寄与することができると考えています。（１２） 

 

 「ＲｅＲｅまる」は、フードシェアリングという仕組みを用いて、沖縄の伝統的な

相互扶助精神である「ゆいまーる精神」を実践することが大きな目的となっています。 

（１・７・１０・１２・１３） 
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株式会社ネクステムズ 

＜ NEXTEMS ＞ 

 

代表取締役 

比嘉 直人 

脱炭素社会の実現や気候変動問題への抜本的な対策が求められる中、弊社では再生可

能エネルギーの主力電源化を目指して、分散型電源の普及ビジネスモデルと監視制御

技術の確立に取り組んでおります。 

 

■分散型電源のシステム設計 

 普及対象設備の機種等選定、システム構成、構造設計、工法検討などを実施して、

市場価格よりも安価に設置可能な分散型電源設備のシステム設計を行っております。 

 

■監視制御システムの開発及び運用 

 分散型電源として普及した対象設備は、全て常時監視制御を行っています。 

機種や制御要件などニーズに応じてシステム開発を行い、次世代電力ネットワーク

を支える新たなエネルギーマネジメントシステム（NEXTEMS）の確立を目指します。 

 

■宮古島における「再エネサービスプロバイダ事業」の推進 

（宮古島未来エネルギーMMEC との協業） 

離島での電力需給バランスを整えるためには高いコストが掛かり、電気料金上昇の

原因にもなっておりました。弊社 株式会社ネクステムズの構想と開発した技術によ

り、制御コストを低廉化し、利用者様にとってもメリットのある事業を展開すること

で、地産地消のクリーンエネルギーで脱炭素社会の実現に貢献して参ります。 

この取組みは『令和元年度新エネ大賞 経済産業大臣賞（金賞）』を受賞しています。 

 

■久米島における「再エネサービスプロバイダ事業」の推進 

（久米島未来エネルギーKMEC との協業） 

2021 年 2 月に設立した株式会社久米島未来エネルギーと共に、久米島でも宮古島

同様の事業を展開して参ります。 

 

■沖縄本島での再エネ普及事業への協力 

（沖縄電力グループとの協業） 

2021 年 1 月以降、沖縄電力グループとともに、家庭向けの太陽光発電＆蓄電池利

用サービス（かりーるーふ事業）や、法人向け太陽光発電設備等の普及事業に協力を

行っており、沖縄県全体の脱炭素社会実現に貢献して参ります。 
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株式会社ノイズ・バリュ

ー社 

 

代表取締役 

我喜屋 俊二 

沖縄の社会課題の一つである「貧困」の課題解決の為に、貧困問題の最大の課題であ

る「子供の自己肯定感の向上」に取組んでいます。 

 

具体的には児童館と連携し、児童館に寄付される食材を使った、子供たちと料理教室

を開催。毎月 1回のペースでアイディアの創造から調理実習までを行いながら、子供

たちの自己肯定感の向上を図ると共に、支援する大人たちのネットワークを広げるこ

とで、貧困問題の啓発にも取り組んでいます。 

 

本プロジェクトは困ったことを解決する「解困プロジェクト」と命名し、現在では料

理教室以外のプロジェクトにも発展(例:やんちゃな中学生たちの居場所を作るスケ

ボープロジェクトなど)しています。 

 

 

  


